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社会福祉法人 足立邦栄会 

法人本部 

令和８年度（２０２６年度）事業計画 

 

＜法人の理念・基本方針＞ 

本法人は、初代理事長が今日のわが国の繁栄は戦中戦後に苦労を重ねてきたひとたちによりもたら 

されたので、そのひとたちの老後が少しでもむくわれるようにと、高齢者福祉施設の設立・運営のために

設立されました。 

平成１１年１月２１日に法人設立が認可され、平成１２年４月に足立区において特別養護老人ホーム

さくら・身体障害者療護施設かえで（現障害者支援施設）が運営を開始しました。 

令和８年４月現在、事業所は足立区（高齢者、障がい者）、府中市（障がい者）に拠点施設２施設、    

狛江市（障がい者）の事業所と合わせ２７事業を展開しています。 

各事業所は拠点施設を中心に、Ｈeart to Ｈeart を合い言葉に法人理念、基本方針に沿い、社会福祉

法人としての社会的使命を担っています。 

 

＜法人の理念＞ 

１ 心の通い合う支援を心の通い合う仲間が提供します。 

２ 地域で住み慣れた生活を続けるための福祉拠点の役割を果たします。 

 

＜法人の基本方針＞ 

１ 誰に対してもいつも笑顔で敬意を持って接します。 

２ ご利用者のひとりひとりの自立した暮らしを支えます。 

３ ご利用者やご家族に納得していただけるサービスを提供します。 

４ 情報公開を積極的に行い、透明性のある運営を行います。 

５ 効果・効率を考えた運営をし、経営の安定に努めます。 

 

＜サービス提供のキーワード＞ 

◇個別化 

サービスは個々の特性に応じて個別化されなくてはなりません。そのときに、ご利用者の「今」

は個々の生活史のなかの「今」であることを忘れずに、サービス計画の作成やサービスの提供 

にあたりましょう。 

◇尊厳 

ご利用者がプライドを保ち、プライバシーが守られるように、ご利用者の身に置き換えて考え 

ましょう。 

◇自己選択 

ご利用者の自主性が発揮できるように支援し、ご利用者が自己決定したことには敬意を払い、 

実現に努めましょう。 
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足立邦栄会のミッション・存在意義> 
 

1. ご利用者の方・職員などかかわった方々の 

「生命」「生活」「人生」を全力で守ること。 

 

    2. 社会福祉法人として社会に貢献し、 

蓄積したノウハウや資源を地域に還元していくこと。 

 

   3. 足立邦栄会が存在することで、地域に安心を届けること。 

 

 

<足立邦栄会のビジョン・夢> 
 

1. 足立邦栄会にかかわった方々が、人生の最期に 

「ああ、私の人生は良かった」とふりかえることができること。 

 

2. 足立邦栄会とかかわったことにより 

人生を幸せに充実した時間を過ごすことができること。 

 

   3. 社会福祉法人の使命を尊重しつつ、 

企業経営の手法も取り入れ、物心両面で充実させること。 

 

 

<足立邦栄会のコアバリュー> 

（もっとも大切にしている価値・行動規範） 
 

           1. Heart to Heart  「本当の心」を届け「ひと」とつながること。 

 2. 自ら気づき、学ぶこと。 

 3. 誠意を持って事にあたり、正直であること。 

           4. 感謝を忘れず、謙虚であること。 

 5. 笑顔を絶やさず幸せを感じて暮らすこと。 

 6. 仕事、プライベートともに充実していること。 

 

                  全員経営 

足立邦栄会ミッションステートメント 
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足立邦栄会の求める人財像 

～主体性・チームワーク・自己研鑽～ 

 

①自分で考え、自分の言葉で語れるひと 

 責任、主体性、対話力、解決力につながる大切な能力だから。 

 

②自分のことも相手のことも大切にできるひと 

 心と身体（セルフマネジメント）、自分と他者（思いやり・    

チーム）が大事だから。 

 

③相手のささいな変化に気がつけるひと 

 他者と向き合い思いやる気持ちがある、チームワークづくりに    

つながるから。 

 

④失敗を大事にできるひと 

 失敗を学びと考え、前向き（ポジティブ）な姿勢で向き合うことが

大切だから。 

 

⑤学び続け、成長できるひと 

 個人の成長がチームの推進力につながるから。 

 

社会福祉法人

足立 

邦栄会 
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社会福祉法人 足立邦栄会 

VISION2028 

  

 

 

 

 

VISION（目指す社会） 

私たちは、 

お互いの違いと存在価値を認め合える社会、 

幸せを実感できる共生社会、を目指します 

 

MISSION（社会的役割、目的） 

目指す社会の実現のために、私たちは、 

違いを認め合える新しいつながり方を創造 

します。 

 

VALUE（うみだす価値） 

私たちは、法人にかかわる全てのひとに、 

その人にとっての“しあわせ”を 

ともに生み出し、届けます。 

（ひとりひとりにとっての“しあわせ”がある） 

 

ACTION（事業、活動） 
①笑顔を届ける（Heart to Heart） 

 ～かかわる全てのひとたちが 

笑顔になれるサービスづくり～ 

②地域のランドマークとなる 

 ～地域のひとたちが 

つながれる居場所づくり～ 

③強くしなやかな組織をつくる 

 ～働くひとたちが 

誇りにおもえる職場づくり～ 



 

 

MISSION（社会的役割、目的） 
 

目指す社会の実現のために、私たちは、 

違いを認め合える新しいつながり方を 

創造します。 

  
 

VISION（目指す社会） 
 

私たちは、 

お互いの違いと存在価値を認め合え

る社会、幸せを実感できる共生社会、

を目指します 

行動規範 

１ Heart to Heart 「本当の心」を届け、「ひと」

とつながること 

２ 自ら気づき、学ぶこと 

３ 誠意を持って事にあたり、正直であること 

４ 感謝を忘れず、謙虚であること 

５ 笑顔を絶やさず幸せを感じて暮らすこと 

社会福祉法人 足立邦栄会 

VISION2028 

法人にかかわる全てのひと 

法人設立者の思い 

・戦争からの生還、「生き残った者」として

社会をよくする責任 

・社会の発展に尽くしてきた高齢者が安心

して生活できる社会づくりに貢献すべき 

・設立２０年前に軽費老人ホームの建設を

企画するがとん挫 

土 

VALUE（うみだす価値） 
 

私たちは、法人にかかわる全てのひとに、 

その人にとっての“しあわせ”を 

ともに生み出し、届けます。 

（ひとりひとりにとっての“しあわせ”がある） 

法人設立時の地域課題 

・核家族化の進行、近隣関係の希薄化 

 （公的サービスの整備が必要） 

・認知症高齢者へのサービスが必要 

・区内に重度身体障害者施設が不足 

 

ACTION（事業、活動） 
 

①笑顔を届ける（Heart to Heart） 

 ～かかわる全てのひとたちが 

笑顔になれるサービスづくり～ 

②地域のランドマークとなる 

 ～地域のひとたちがつながれる居場所づくり～ 

③強くしなやかな組織をつくる 

 ～働くひとたちが誇りにおもえる職場づくり～ 
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社会福祉法人足立邦栄会 VISION2028 組織図 令和８年４月１日 
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サービス提供チーム VISION2028 中長期計画 

サービス提供でオンリーワンチーム 

チームコンセプト 
 

「ほ）本音で向き合う ご利用者に関心を持つ、  

共感的なかかわり、気にかけてくれる。 

⇒安心・安全・安らぐ存在⇒信頼関係構築 

う）敬う・尊敬する「本気で向き合う」ベース。

プロとして接遇やスキルを高めていく 

ことが大切。 

え）笑顔 安心感・元気につながる 

（共感・場の雰囲気）。 

い）挑む 失敗を恐れずにやりたいことにチャ 

レンジを重ね、支援者として、組織として 

成長していく。」でオンリーワン 

チームの存在意義、目的 
 

『ご利用者』の価値観を第一に考えるチーム。 

『職員』に「支援に何が大切か」を伝えるチーム。 

『地域社会』とご利用者をつなげるチーム。 

目指すゴール ゴールにたどりつくための具体的なアクションプラン 

５年後（（令和11年3月）にたどり着きたいゴール 
 

○そのひとらしい生活ができる。 

 

 
○毎日の生活に生きがい・あたり前に喜怒哀楽を 

感じられる。 

○ご利用者が地域の一員として、顔なじみになっ

ている（実感ができている）。 

 
 

○プロとしての知識と技術でそのひとらしい生き

方のサポートをします。 
例）知識と技術の更新のための研修の開催（内部・外部）

多職種間連携します。 

○自己実現につながる個別支援、グループ活動を 

定期的に行います。 

○地域交流をあたり前にできるよう、年間予定への

組み込み、イベント企画・運営・主催します。 

４年後（（令和10年3月）にたどり着きたいゴール 
 

○安定したケア（サービス）が受けられる。 

 

○夢・やりたいこと・目標を持って生活ができる。 

 

 
○地域開催のイベントにご利用者と職員が一緒

に参加する。 

 
 

○安心感につながる統一した支援を提供します。 
例）支援マニュアルを更新し実践につなげます。 

○チャレンジ（試行錯誤）を繰り返し自己実現に（（

つながる支援を提供します。 
 例）海外旅行・地域での自立生活等、「やってみたらでき

ちゃうかも」 

○各事業所で地域とのつながりをつくります。 

（自治会への参加等） 

２年後（令和8年3月）にたどり着きたいゴール 
 

○日々の生活の満足度をあげる。 

 

 
○自分の思いを話せる場、伝えやすい環境が  

ある。 
 

○事業所内でのイベントで、地域の方々と交流  

できる。 

 
 

○日々のコミュニケーションや支援のなかで課題

を抽出します。 
例）個別支援計画に課題を反映し、共通認識のもと支援

を行います。 

○懇談会、個々の聞き取りを行います。 
例）外部資源の活用を含め、ご利用者と一緒にチャレン

ジを考えます。 

○ご利用者と職員が一緒に地域のイベントや交流

の場に参加します。 
例）マルシェやカフェ内のイベント参加、食・笑顔セク

ション企画などにより地域や他事業所との交流の 

機会をつくります。 
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人財部 VISION2028 中長期計画 

採用・定着・育成でオンリーワンチーム 

チームコンセプト 

 

「法人・地域社会で活躍する人財を採用、定着、

育成していくことで、法人も個人も地域社会も 

豊かになること。」でオンリーワン 

チームの存在意義、目的 

 

求める人財像を追求することで社会の満足度に 

貢献できる人財を育てる。 

目指すゴール ゴールにたどりつくための具体的なアクションプラン 

５年後（令和１１年３月）にたどり着きたいゴール 

 

○法人だけでなく、幅広い場で活躍できる人財を

採用・定着・育成できている。 

 

 

 

採用 アウトソーシングを含め、内部だけでなく 

外部資源を活用した採用活動を確立し、獲得

したい採用人数を獲得できる。 

定着 法人として幅ひろい年齢層、多様化した働き

方での採用者が増えている。 

育成 管理職を目指せる指導職が増えている。 

労務 多様な働き方に対応して職員管理ができて  

いる。 

４年後（令和１０年３月）にたどり着きたいゴール 

 

○法人の職員とともに、採用、定着、育成がすす

められている。 

 

 

採用 職員ひとりひとりが役割を持ち、採用活動に

参加、一定数の採用人数を獲得できる。 

定着 より多様な職員が働きやすい取り組みが 

行われている。 

育成 ①管理職を目指せる指導職を、増やす取り 

組みがすすんでいる。 

②指導職を目指せる一般職が増えている。 

（3年後）。 

労務：法人職員としての働き方が浸透している。 

２年後（令和8年3月）にたどり着きたいゴール 

 

○人財部内の各チームがお互いの役割を理解 

して、連携しながら動けている。 

 

 

採用 各ブロック事業所の特性を活かした採用 

活動が実施できる。 

定着 法人職員間のつながりが増えている。 

育成 ①管理職を目指せる指導職を、増やす取り 

組みを始める。 

②指導職を目指せる一般職を増やす取り 

組みがすすんでいる。 

労務 労務について検討できる場を法人でつくり、

動かす。 
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財務部 VISION2028 中長期計画 

財務規律でオンリーワン 

チームコンセプト 

 

「足立邦栄会の信用を高め、希望ある地域・社会 

づくりに貢献するため、私たちの現状と望む 

未来を数字で把握し、表現する。」 

でオンリーワン 

チームの存在意義、目的 

 

財務規律を健全・着実に保つことで、質の高い支援

の継続とご利用者の福祉（ＱＯＬ）および地域社会

の福祉（地域共生社会）の維持向上を可能にする 

こと。 

目指すゴール ゴールにたどりつくための具体的なアクションプラン 

５年後（令和１１年３月）にたどり着きたいゴール 

 

○これまでの取り組みのなかで捉えてきた地域

のニーズに対して、新規事業など、「わがこと・  

まるごと」（垣根を超えた福祉ニーズへの対応）

への新たなアクションが起こる。 
これまでの歩みのなかで、さまざまな力が育ち、  

みながしあわせに暮らせるまちづくりへの貢献と 

いう組織風土の醸成がすすめば、地域・社会にとっ

て必要なことにチャレンジする意志と行動が、自然

とわき起こってくる 

 

 

 

○足立邦栄会全体の着実な成長と力の結集。 

「サービス提供(部)」 

…支援の力と質の確保と向上 

人財部…福祉人財の確保・育成力の向上 

財務部…資金財務の管理力の向上 

情報マーケティング部 

…地域ニーズの把握・充足力の向上 

 

４年後（（令和10年3月）にたどり着きたいゴール 

 

○「わがこと・まるごと」の開始にむけ、具体的

に何にアクションするかが決まる。 

 

 

 

 

 

 

 
 

○中間ふりかえりをとおし、財務に関する数値 

目標を設定する。 
・単年度をみるＰＬ（事業活動計算書）に、未来をつく

るＢＳ（貸借対照表）の観点を加えて 

 

 

○把握した地域ニーズにもとづき構想される新規

事業の資金計画作成。 
・他チームと連携し、地域ニーズの把握および法人が 

取り組むべき領域の検討（新規事業を構想するが、  

中長期計画推進の過程で事業の枠にとらわれない新し

い取り組みが生まれるかもしれない） 

・財務部による法人全体の資産管理の体制構築および 

新規事業へ投入可能な資金額の明示 

・財務予測にもとづくチャレンジ事業の募集および資金 

計画の作成 

 

○財務分析にもとづく中長期法人事業戦略案の 

策定。 

（既存事業） 
・管理職による所轄部署の予算管理および財務部による 

法人全体の予算管理の安定継続 

・ＢＳを用いた「未来をつくる指標管理」の実施 

・中長期資金計画および(中)長期修繕(改築)･設備投資 

計画の進捗管理 

・財務分野の次代を担う中核人財の育成と配置 

・財務ガバナンスの強化にもとづく財務の透明化と、 

効率化 
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２年後（令和8年3月）にたどり着きたいゴール 

 

○既存事業全体が安定して黒字になる。 

（サービス活動増減差額５００万円～１，０００万円） 

 

 

 

 
○それを実現させる体制ができる。 

 

 

○既存事業の管理をすすめる。 
・目標利用率の達成および収益不安定（赤字）部門の  

対応方針の決定 

・ＰＬを用いた「足元をかためる指標管理」の実施 

・中長期資金計画および(中)長期修繕(改築)・設備投資 

計画の策定 

 

○既存事業の管理のための体制を構築する。 
・管理職および管理課の役割の捉え直し 

～処理から管理へ～ 

・管理職による所轄部署の予算管理体制および財務部に 

よる法人全体の予算管理体制の構築 

・財務部内での「カネセクション」と「モノセクション」

の発足および確立 

・管理職および財務部の人財育成 

・財務ガバナンスの強化 

 

 

 

 

情報マーケティング部 VISION2028 中長期計画 

地域・社会とのつながりでオンリーワン 
チームコンセプト 

 

「つながることの楽しさ・わくわく・しんどさ・

億劫を大事にし、そのひとなりのしあわせへ。」              

でオンリーワン 

チームの存在意義、目的 

 

足立邦栄会が、「（ご利用者や施設事業所を含めた）

さまざまなひとたちがしあわせに暮らせるまち 

づくり」を、地域・社会のひとたちや団体、企業、   

行政や公的機関と協働してすすめること。 
（ご利用者や施設事業所を含めた）さまざまなひと 

たちがつながりあえば、自分と異なるひとたちが同じ 

地域に暮らしているとお互いにわかる。結果、それぞれ

が暮らしやすいまちになっていく 

目指すゴール ゴールにたどりつくための具体的なアクションプラン 

５年後（令和１１年３月）にたどり着きたいゴール 

 

○これまでの取り組みのなかで捉えてきた地域

のニーズに対して、新規事業などの新たなアク

ションが起こる。 
これまでの歩みのなかで、さまざまな力が育ち、  

みながしあわせに暮らせるまちづくりへの貢献とい

う組織風土の醸成がすすめば、地域・社会にとって 

必要なことにチャレンジする意志と行動が、自然と

わき起こってくるだろう 

 

 

○足立邦栄会全体の着実な成長と力の結集。 

 
サービス提供(部)…支援の力と質の確保と向上 

人財部…福祉人財の確保育成力の向上 

財務部…資金財務の管理力の向上 

情報マーケティング部…地域ニーズの把握充足力の 

向上 

４年後（令和１０年３月）にたどり着きたいゴール 

 

A それぞれの施設事業所において、「つながり 

支援」がひろがることで、ご利用者ご入居者が、

また職員が、地域と自然につながっている 

（顔見知りの関係になっている）。 
ひととのつながり（社会関係資本）はしあわせの源。

ご利用者ご入居者が職員を介して地域とつながる

（顔見知りの関係になる）こともあれば、職員が  

 

 

１「つながり支援」を利用者支援のひとつとして 

継続し、展開・発展させていく。 

つながりの発展…単発企画→継続企画→ 

顔見知りの関係へ。 

 

２地域における社会参加ニーズと直接つながる 

仕組みを発展させる（継続）。 
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ご利用者ご入居者を介して地域とつながることも 

ある。職員とご家族がつながり、職員がご家族を  

介して地域とつながったりもする 

そうして、ご利用者ご入居者ひとりひとりが、また

職員ひとりひとりが、顔見知りの地域のひとと自然

に挨拶をかわし、言葉をかわし、かかわりあう、とい

う光景が、事業所内外のあちこちで多く頻繁に、  

毎日、”日常のこと”として見られるようになって 

いく 

 

Bそれぞれの施設事業所において、地域における

「つながりの輪」が、多種多様に・数多く豊か

に育っている。 
子どもも、高齢者も、働きたいママも、パパも、障が

い者も、リタイア後のシニアのひとも、外国のひと

も、みな、入れ替わり、入り交じり、そこここでつな

がり、かかわりあっている。「つながりの輪」がふく

らみひろがることで、それを介してさまざまなひと

が、地域・社会のなかで、さまざまなつながりをしや

すくなる 

 

３地域における「つながりの輪」づくりを進める 

（継続）。 

 

４届けたいひとたちに足立邦栄会や地域の情報 

を届けるために、情報戦略をバージョンアップ 

させる。 
これまでの情報発信の継続進化および法人内外におけ

る情報戦略自体のバージョンアップ…ネットや紙媒体

（機関紙広報誌）など、さまざまなメディアの強みを 

活かして組み合わせ、法人内外へ効果的な情報発信を

行う戦略をつくる 

２年後（令和８年３月）にたどり着きたいゴール 

 

Aa それぞれの施設事業所において、「つながり 

支援」が、食事支援や入浴支援と同じく、利用

者支援のひとつになっている。 
ひととのつながり（社会関係資本）はしあわせの源。

つながりをすでに多くもっているご利用者もいれ

ば、そうでないご利用者もいる。特に施設に入居す

ると、地域や社会、ひととのつながりは途切れや  

すい。「つながり支援」を、食事支援や入浴支援と  

同じく、普段の支援のひとつとして行っていくこと

は、ご利用者ご入居者のしあわせにとって、とても

大事なこと 

 

Ab職員自身が地域とつながることが、「つながり

支援」の大きな力になる。そのことに自分たち

（職員）が気づいていく。 
つながりは次のさらなるつながりを呼ぶ。例えば、

職員が施設事業所での地域イベント（販売イベント）

に毎回出店されるお店のひとと顔見知りになれば、

普段の仕事のなかで、ご入居者にそのひとのことを

話し、イベントのときにご入居者に紹介する（かも

しれない）。また例えば、別のご入居者が地元の知り

合いの話をしたときに、え？！そのひと販売イベン

トで毎週うちに来られていますよ！と思わぬ展開を 

する（かもしれない）。 

つながりは次のさらなるつながりを呼ぶ。職員  

（特に入居職員）が地域とつながり（顔見知りに  

なり）、地域に開かれていくと、ご利用者ご入居者の

地域とのつながりはすすみ、ひろがっていく  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１「つながり支援」という新たな支援の視点を持つ。 

ⅰ「つながり支援」という新たな支援の視点  

で、いまの支援を捉え直し、支援の見方をひろ  

げる。 
・つながり支援は、外へ出向かなくてもできる。オン

ラインでのつながりのサポートも、つながり支援。

施設事業所に来られるひととのつながりづくり 

（仲介）も、つながり支援（ボランティアさん、   

カフェのお客さん、野菜販売のお店のひと、毎週  

お店を出しにくるお花屋さん、隣の保育園の子ども

たちなど） 

・つながり支援は、いましている支援のなかでもでき

る。例えば、施設事業所での地域イベントや販売  

イベントで、ご利用者に付き添う「買物支援」。お買

い物のサポートをしながら、顔なじみになったお店

のひとと挨拶をかわしご利用者をつなげることも、

つながり支援。あるいはまた、「外出支援」。外に  

でかけたとき、顔なじみの地域のひとにご利用者と

一緒に挨拶するのもつながり支援。 

・つながり支援は、ちょっとしたことでもできる。  

例えば、ご入居者への年賀状をお部屋に届けるのも、

つながり支援。ご家族やご友人とのつながりをご入

居者が確かめ、思い出す。そのひとのことで話に  

花が咲いたら、それもまたつながり支援。 

・つながり支援は、いまある仕組みをちょっとひろげ

るだけでもできる。たとえば施設の一室で行われて

いる地域のひとの体操サークル。そこに、体を動か

したいご利用者も参加できるようコーディネート 

できれば、それもまた（ご利用者の 体操ニーズへ

の支援であると同時に、）つながり支援。 

・そして、つながり支援は、ご利用者ご入居者ひとり

ひとりをよく知る職員が、支援の専門性を発揮して、

ひとりひとりに合ったつながり方をサポートして 

いくこと。支援の腕のみせどころ 
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B（それぞれの施設事業所において、地域における

社会参加ニーズと直接つながる仕組みができ

ている。 
機会と仕組みがあれば社会参加できるひと…働きた

いママ・パパ、リタイヤ後のシニア層、子どもや  

学生、在住外国人 

サポートや支援のもとで社会生活を営めるひと… 

高齢者や障がい者、地域で孤立しがちなひと、在住

外国人。災害時には日常生活が困難に陥るひと 

ⅱ「職員が、ご利用者ご入居者とともに地域と 

つながる機会」を、普段の仕事のなかにつくれ

るか、がポイント。業務全般をふりかえり、  

見直し、整える。 
・つながり支援は「ながら支援」。いまの支援をしなが

らできる。ポイントは、「つながり支援」の意識をも

つこと。あまり大げさに考えずできることから始め

よう（新しく何か始めてみるのも、もちろんOK） 

・「つながり支援」が普段の仕事に組みこめれば、職員

が仕事のなかで、ご利用者 ご入居者が地域とつな

がってうれしい姿に触れられる。結果、「つながり 

支援は利用者支援のひとつ」と自然に思えるように

なる 

・また、職員自身も地域とつながって、結果、できた

つながりをその後のつながり支援に活かせるように

なる 

・仮に、その場にご利用者ご入居者が一緒におらず、

「職員だけが地域とつながる機会」になったとして

も、それはそれで OK。その後のつながり支援の力

になる 

・つながりの発展…単発企画→継続企画→顔見知りの

関係へ 

 

３地域における社会参加ニーズと直接つながる 

仕組みをつくり、育てる。 
働きたいママ・パパ、リタイア後のシニア層、子ども

や学生、在住外国人など…ママカフェ、保育所、短時

間労働、資格取得支援、介護の機械化・ＩＣＴ化、   

ボランティア受け入れの体制整備（バリエーションを

増やす、コーディネート機能を整える）、など 

高齢者や障がい者、地域で孤立しがちなひと…足立 

邦栄会の行う福祉事業や地域の「つながりの輪」を  

介して 

防災（地域の防災拠点になる）…行政や公的機関など

地域の「つながりの輪」と協働して災害時に日常生活

を保てなくなるひとたちをサポートできる体制を平時

のうちに整える 

 

４地域における「つながりの輪」づくりをすすめる。 
つながるひとたち…地域のひとたち、ボランティア、

地域団体、企業、行政（例：地域福祉計画との連動）、

公的機関（例：社会福祉協議会、学校、図書館、消防

署）など 

つながり方…福祉サービスで、また福祉サービス以外

の方法で/ヒト・モノ・カネを介して/施設事業所の中

また外で（アウトリーチ） 

つながりの発展…単発企画→継続企画→顔見知りの 

関係へ/そのなかで地域のニーズを捉え確かめる力を

つける 

 

５法人内外への情報発信力を高める。 

～情報発信の楽しさと情報管理の的確さの両立 
足立邦栄会全体における情報発信の司令塔（ディレ 

クター）の確立 
ＳＮＳや動画配信などのネット媒体における情報発信

体制の構築 

機関紙・広報誌などの紙媒体における使い方のレベル

アップ（直接的関係構築力という強みを活かす） 

法人全体の広報誌「Heart（ to（ heart」の定期発行  

法人内部での情報発信および情報共有体制の構築 
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VISION2028 令和８年度（２０２６年度）事業計画 

 

≪法人本部／経営会議≫ 

 

VISION2028（法人５ヶ年中長期計画）は３年目を迎え、これまですすめてきた基盤整備と理念の  

浸透を、具体的な成果として示す段階に入ります。 

昨年度は、会議体の整理、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）導入、人財育成の仕組みづくり

など一定の前進が確認される一方、成果の見える化や意思決定のスピード、管理職層の実践力に課題が 

残ることとなりました。今年度は、これまでの成果と課題を踏まえ、ガバナンスと実行力を一層高め、

VISION2028 後半戦に向けた確かな足場を築く１年とします。法人理念および VISION2028 を軸に、

経営会議および法人本部が理念と現場をつなぐ要としての役割を明確にし、全事業所の持続可能な運営

と、地域に必要とされ続ける法人づくりを推進します。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. ガバナンス強化とＰＤＣＡの高度化。 

（１）設定理由・・・昨年度までに、経営会議・法人本部を中心とした会議体や運営ルールは一定程度

整理されましたが、各取り組みが成果として十分に可視化されているとは言い 

難い状況です。VISION2028 後半に向け、理念や方針を「行動」と「結果」に  

つなげるため、ガバナンスの実効性とＰＤＣＡ（目標達成や業務改善のための  

フレームワーク）の質を一段階高める必要があるから。 

（２）内容 

    ①管理職（マネージャー層）の実践力強化。 

・管理職向け育成プログラムを体系化し、外部研修と法人内研修を組み合わせて実施します。 

・次期マネージャー候補に役割付与とＯＪＴを行い、段階的な育成をすすめます。 

・VISION2028チームリーダーの役割とミッションを明確にします。 

    ②重要な成果指標（ＫＰＩ）にもとづく進捗管理の定着。 

・財務、人財、満足度の視点を活用した法人共通の重要な成果指標を整理します。 

・拠点・事業所単位で進捗を把握し、経営会議で年度計画の目標に沿っているか確認します。 

・ＰＤＣＡ表を活用し、改善内容と成果を可視化します。 

 

２. 「トキ」を重視した意思決定と経営管理。 

（１）設定理由・・・社会動向や制度改正への対応スピードが経営の質に直結するなか、意思決定まで

の時間短縮が課題となっています。判断の質を担保しつつ、適切な「トキ」で決定

できる体制が求められているから。 

（２）内容 

   ①意思決定プロセスの明確化。 

・経営会議と法人本部会議の役割、決裁基準を整理します。 

・重要案件について検討から決定までの期間を意識した運営を行います。 

    ②中長期目標と単年度をつなぐ管理。 

・VISION2028後半３年間を見据えた重点テーマを整理します。 

・年度計画と中長期目標の整合性を確認する機会を設けます。 

 

３. ＤＸ推進による業務の効率化と人財育成の推進。 

（１）設定理由・・・人財不足がすすむなかでも、安定した事業運営と支援の質を維持するため、ＤＸ

の活用と人財マネジメントの定着が不可欠だから。 

（２）内容 

①法人ＤＸ化の推進。 

・ＤＸ推進チームによる事業所伴走支援を行います。 

・業務改善テーマの優先順位を整理し、効果測定を行います。 

・人事労務システムなどを活用し、人事・労務・勤怠管理の仕組みを整えます。 
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    ②人財マネジメントの推進。 

・現在運用しているキャリアパス一覧表、人事評価面談シートおよび異動・キャリア形成に 

ついての意向アンケートなどを活用し、評価・配置・育成に反映します。 

・労務関連システムを活用し、情報を一元的に管理し、個別育成計画の導入につなげます。 

・多様な人財が活躍できる環境整備を行います。 

 

４. VISION2028 の進捗管理と次期中長期計画への反映・展開。 

（１）設定理由・・・VISION2028 の折り返し地点として、現時点の到達点を整理し、次期中長期  

計画へつなげる準備が必要だから。 

（２）内容 

    ①３年目到達点の整理。 

・VISION2028推進チーム、経営会議で進捗を共有し、成果と課題を整理します。 

・数値指標と数値では表しにくい視点を組み合わせて達成度を確認します。 

    ②次期中長期計画の検討。 

・社会動向、制度改正、人財動向をもとに論点整理を行います。 

・VISION2028の成果と課題を反映します。 

 

５. 地域に求められる社会資源整備と事業再構築。 

（１）設定理由・・・多様化・複雑化している地域ニーズの具体的課題に応え、法人の強みを活かした

事業展開が必要だから。 

（２）内容 

    ①新規事業・公募事業の検討。 

・地域ニーズ分析を行い、公募事業への応募体制を整えます。 

    ②在宅・地域生活支援の強化。 

・在宅向け事業モデルを検討し、既存事業との連携をすすめます。 

③既存事業の評価。 

・全事業を一覧化し、財務・人財・事業効果の視点で検証します。 

・再投資・再編・撤退を含め、検討します。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

４月３日 法人全体会 令和８年度事業計画、意思決定支援ほか 

５月３０日 定時理事会（第１回） 令和７年度決算、事業報告など 

６月２０日 定時評議員会（第１回） 令和７年度決算、事業報告など 

９月１日 法人ＢＣＰ訓練 ＢＣＰ机上訓練（災害、感染） 

９月２日 VISION2028ＭＧ会議 インプット 

１０月３１日 定時理事会（第２回） 令和８年度上半期事業報告、第２次補正予算など 

１１月１４日 臨時評議員会（第２回） 令和８年度上半期事業報告、第２次補正予算など 

１１月２０日 法人全体会 令和８年度上半期事業計画、意思決定支援ほか 

２月３日 VISION2028ＭＧ会議 令和９年度事業計画、ハラスメントほか 

３月１０日 法人ＢＣＰ訓練 ＢＣＰ実働訓練（災害、感染） 

３月２０日 定時理事会（第３回） 令和９年度事業計画、第３次補正予算など 

３月２９日 臨時評議員会（第３回） 令和９年度事業計画、第３次補正予算など 

毎月第１水曜日 VISION 推進会議 VISION2028 進捗管理、今後の予定ほか 

毎月第１金曜日 法人ＭＴ VISION2028 進捗管理、課題の検討ほか 

毎月第２金曜日 

  第４金曜日 

法人経営会議 VISION2028 進捗管理、財務分析、課題の検討ほか 

毎月第３金曜日 多摩ブロック会議 ＰＤＣＡ表、ブロック課題の検討ほか 

毎月第４水曜日 足立ブロック会議 ＰＤＣＡ表、ブロック課題の検討ほか 
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Ⅲ．予算 

項目 金額 備考 

役員報酬  288,000 円 理事３名、監事２名、評議員７名 

監事監査  24,000 円 監事２名 

インプット 講師謝礼 50,000 円 ＭＧ会議 インプット１回 

合計 362,000 円  

 

 

【サービス提供チーム】 

 

VISION2028 中長期計画の２年後にたどりつきたいゴール「（ご利用者の）日々の生活の満足度を  

あげる」「（ご利用者にとって）自分の思いを話せる場、伝えやすい環境がある」「（ご利用者が）事業内で

のイベントで地域の方々と交流できる」にむかって、提供サービスの質の向上やコミュニケーションの 

ひろがりを目的としたサービス向上キャンペーン、地域交流がひろがる笑顔セクション、食の力で生活を

彩る食セクションの取り組みなどの２年間を歩んできました。 

４年後・５年後のゴールにはそれぞれ「夢・やりたいこと・目標」や「そのひとらしさ」などのキーワ

ードがあり、ご利用者ひとりひとりに、より向き合える法人風土づくりが必要になります。 

サービス提供チームの３つのチームコンセプトを軸に、２年間で積みあげてきたものを継続・発展  

させ、次のゴールに到達するための足取りを考えます。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 各事業所・部署・職種が提供するサービスの質の向上、ご利用者の楽しみ・満足感につなげられる  

よう、実効性と継続性のある「サービス向上キャンペーン」を企画・実施します。 

（１）設定理由・・・これまでの職員の提供サービスの質（意識）の向上を目的としたキャンペーン  

にくわえ、ご利用者にもキャンペーンに参加していただき、ご利用者・職員が  

コミュニケーションをとりながら、テーマにそって一緒に取り組むことでより 

良い効果が得られると考えます。 

（２）内容 

   ①ご利用者・職員にとって、楽しさや達成感を得られ、ひととの関係性のひろがりにつながる 

キャンペーンと、従来のように職員の提供サービスの質（意識）の向上につながるキャンペー

ンを行います。 

    ②実施にむけて、各事業所の状況（ご利用者・職員・設備環境）を把握し、楽しさ・参加しや  

すさ・相互理解につながることを重視した計画をつくります。 

    ③キャンペーン期間中は笑顔・食セクションメンバーや管理職と協働し、各事業所でのキャン 

ペーンの促進・進捗確認を行います。 

④キャンペーン終了後は職員やご利用者の意見も踏まえてキャンペーンの評価をし、その後の

取り組みにつなげます。 

 

２. コミュニケーション・関係性のひろがりを目的とした笑顔・食セクションの共同企画（コラボレー  

ション）を実施します。 

（１）設定理由・・・令和６年度より開催しているコラボレーションについて、今年度も実施します。  

当初の５企画のなかで唯一食材を扱わない内容で、ご利用者・職員で協力して取り

組む内容です。目的や内容から、今年度計画しているサービス向上キャンペーン 

第５弾との連動も検討しています。 

（２）内容 

    ①コラボレーション企画「ご縁で目指せ全国制覇！４７都道府県ご当地チャレンジ」をもとに 

サービス提供チームと笑顔・食セクションメンバー混合の実行委員会を中心に、チーム以外の

職員にも協力を仰ぎながら実施にむけて計画をすすめます。 
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    ②法人一体となって取り組めるように、ご利用者・職員への事前周知や、途中経過の確認を行い

ます。実施後は機関広報誌や法人ホームページなどで情報を発信します。 

 

３. 「意思決定支援」の理解・取り組みを推進します。 

（１）設定理由・・・VISION2028 中長期計画の４年後のゴール『「夢」「やりたいこと」「目標」     

をもった生活』、５年後のゴール「そのひとらしい生活」の実現を考えたときに、

「意思決定支援」はご利用者（ニーズ）にもとづくサービス提供において根幹に

あたるため、根づくようにしていくことが大切だと考えます。 

（２）内容 

   ①サービス提供チームで「意思決定支援」について改めて学び、職員に向けた研修を行い、実施

後のアンケートなどをもとに理解度合の確認や研修精度の向上につなげます。 

   ②各事業所で行われる「意思決定支援」について、チーム内で情報（状況）を共有し、事業所の

取り組みの向上につなげます。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

４月３日 意思決定支援研修会 ・４月３日の法人全体会のなかで、意思決定支援の 

理解を深める研修を実施 

７月～１１月 サービス向上 

キャンペーン第５弾 

・ご利用者と職員でバディ（チーム）を組み、交流を

とおして成果物を作成・発表する法人一体となった 

取り組み 

７月～１１月 笑顔・食コラボ企画 サービス向上キャンペーンと目的・内容が近いため、

キャンペーンと合わせて実施する可能性あり 

１月～２月 サービス向上 

キャンペーン第６弾 

法人のご利用者へのサービス向上を目的としてテーマ

を設定した啓発キャンペーン 

必要に応じて コラボレーション 

企画実行委員会 

サービス提供チーム、笑顔・食セクションメンバーで

実行委員会（会議）を設定し、企画の詳細を詰めます 

毎月第２木曜日 チーム会議 ・笑顔・食セクションの取り組みの進捗共有 

・サービス向上キャンペーンやコラボレーション企画

の進捗共有 

・４年後のゴールを見据えた、サービス向上につな 

がる取り組みの検討など 

 

Ⅲ．予算 

項目 金額 備考 

笑顔・食セクション 

コラボレーション企画 

文房具等 10,000 円  

サービス向上 

キャンペーン 

文房具等 10,000 円  

合計 20,000 円  

 

 

【笑顔セクション／サービス提供チーム】 

 

笑顔セクションで主催しているクイズ大会、ボッチャ大会もオンラインの状況でいかに盛りあげて 

いくか工夫しながら、さまざまな形で進化してきているところです。VISION2028 も２年が経過し、 

地域の方々の参加もあり、安定したイベント提供が確立されつつあります。 

サービス提供チームであげている２年後のゴール「事業内でのイベントで地域の方々と交流できる」は

少しずつ形になってきました。今年度はさらなる発展を目指して、もっと地域交流の輪をひろげていく 
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土壌づくりを行い、４年後のゴール「地域開催のイベントに、ご利用者と職員が一緒に参加する」につな

ぐことができるようにします。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 地域の方々を含めたボッチャ大会予選会を実施します。 

（１）設定理由・・・法人の各事業所をオンラインでつないだボッチャ大会は法人内部では年中行事と

してすでに認知されています。地域の方々にも決勝戦に参加をしていただくこと

が定着してきました。今後の方向性として足立邦栄会が地域のランドマークとし

て認識されるためにも、より一層の地域交流が求められます。 

（２）内容 

    ①地域の方々にボッチャ大会の予選会から参加していただきます。 

    ②ブロック単位で地域の方々に参加していただけるようにアプローチします。 

 

２. コラボレーション企画「ご縁で目指せ全国制覇！４７都道府県ご当地チャレンジ」をサービス提供 

チーム中心に、食セクションメンバーと共同して実施します。  

（１）設定理由・・・コラボレーション企画は笑顔と食セクションのメンバーが協力して、ご利用者に

楽しんでいただく新たな企画の創出と職員交流（育成）を目的として実施してい 

ます。令和６年度に考案された５企画のうち、これまでに３企画を開催しました。

未実施の２企画のうち、今年度は「ご縁で目指せ全国制覇！４７都道府県ご当地 

チャレンジ」を実施します。 

（２）内容 

    ①笑顔・食セクションのメンバーで実行委員会を立ちあげ、実施します。 

    ②法人一体となって取り組むために、ご利用者とメンバーが内容を理解したうえで職員への 

事前周知を行います。企画について各事業所と共有し、ご利用者・職員がイベントに楽しく 

参加でき、コミュニケーションをひろげられるよう取り組みます。 

 

３. オンラインイベントの実施方法、パソコンの操作方法をマニュアル化します。 

（１）設定理由・・・オンラインイベントをより盛りあげるためにもＢＧＭの挿入やカメラワークは 

欠かせない機器操作です。また、機能を使いこなすことでスムーズに進行でき 

ます。誰が担当しても問題なく操作できるようにマニュアル化が必要です。 

（２）内容 

    ①いままでのイベントで積み重ねてきたこと、取り入れてきた機器操作の技術を踏まえマニュ

アルを作成します。 

    ②会議を進行する際も、アプリの機能を使って練習します。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

６月１８日 クイズ大会 オンラインで各事業所をつなぎクイズ大会 

７月～１１月 コラボレーション企画 食セクションとのコラボレーション企画 

８月～１２月 ボッチャ大会予選月間 事業所ごとのエントリーチームによる予選会 

1 月２９日 ボッチャ大会決勝戦 法人設立記念スマイル杯第７回みんなでボッチャ大会

決勝戦 

毎月第２木曜日 セクション会議 ・笑顔セクションの取り組みについて検討、確認、  

共有（①クイズ大会・②コラボレーション企画・  

③ボッチャ大会） 

・サービス提供チームから情報共有 
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Ⅲ．予算 

項目 金額 備考 

クイズ大会物品  10,000 円 ポスター・景品・賞状等 

ボッチャ大会  10,000 円 ポスター・景品・賞状等 

予備費  10,000 円 消耗品・交流・物品の送付代 

食セクションコラボレーション企画  サービス提供チームにて別途計上 

合計 ３0,000円  

 

 

【食セクション／サービス提供チーム】 

 

食セクションは「食の力（パワー）」と「幸せ（＝笑顔）」をキーワードに、食をテーマにした法人一体

イベントの実施、食セクションメンバー間で情報共有のもと事業所ごとのイベントや活動がより良いも

のになるよう取り組み、法人内外にむけ広報誌や Instagram で発信してきました。 

今年度についても、これまで積みあげてきた取り組みをブラッシュアップし、VISION2028 中長期 

計画・次年度以降の展開も考えながら、食の力でご利用者をもっと笑顔にすること、ご利用者・法人と 

地域・社会をつなげることを目指して取り組みます。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 『食をとおしてみんなを笑顔にする』をチームスローガンに掲げ、以下について取り組みます。 

※みんな＝ご利用者・地域の方・職員 

（１）設定理由・・・セクションメンバーでワークをとおしてつくりあげた上記「チームスローガン」

や以下の「大目標」をいままでも、そしてこれからも大切に「ご利用者向け」   

「職員向け」「地域向け」に整理して取り組みます。 

（２）内容 

①『ご利用者向け』～大目標：『事業所の垣根を超えた、わくわく感のある食を提供する』 

○食事支援課・食セクションを中心として、各事業所協働のもと以下を実施します。 

・法人一体イベントをブラッシュアップしながら企画・実施します。 

献立交換や巨大ケーキでデコりんこなど。 

・各事業所の特性を活かした食に関するイベントを企画・実施します。 

  郷土料理（カレー・汁・スイーツ）、季節に応じたイベント（行事）食、調理活動など。 

・イベント内容や日々の献立をわかりやすくします。 

  献立の見える化の推進（実物提示・写真掲示）、館内放送・ポスターや広報誌の掲示。 

・カフェ活用の推進。 

食事やお菓子、ドリンク類を充実させ、個別・イベント時に活用できるようにします。 

また、ご家族や地域の方との交流の場としてのカフェを目指します。 

②『職員向け』～大目標『すべての職員に、食に興味を持ってもらい、心も体も健康に』 

○「食」に関する福利厚生の充実を目指します。 

・特に法人一体的イベントの際は職員（当日勤務者）にもご利用者と一緒に楽しめる（試食で

きる）よう努めます。 

・食事場所の調味料の設置をより充実させます。 

・「けんこうつうしん」を年２回発刊し、職員の健康管理につなげます。 

・食に対する職員意見を集約し、取り組みに反映できるよう努めます。 

③『地域向け』～大目標『「地域密着型」の足立邦栄会を目指す』 

○「食」の取り組みをとおして法人が地域とつながる一翼を担います。 

・ご利用者ご家族や地域の方により足を運んでいただけるよう、カフェの提供メニューの  

充実（事業所で提供している食事含む）を図ります。 

・VISION2028 他チームと情報共有し、地域でのイベント参加やカフェ・事業所内での   

他団体との交流機会に食セクションとしての参加を目指します。 



 

- 19 - 

 

・Instagram にて、法人内の食に関する取り組みやレシピなどのお役立ち情報を紹介し、  

法人の取り組みをひろく知っていただけるような魅力ある発信に努めます。 

 

２. VISION2028 サービス提供チーム内の笑顔セクションと協働してイベントを企画・実施します。 

（１）設定理由・・・令和６年度に、ご利用者に楽しんでいただく新たな企画の創出と職員交流（育成）

を目的に、笑顔・食セクション混合メンバーで５グループに分け、プレゼンテー 

ションを実施し、これまでに３企画を開催しました。未実施の２企画のうち今年度

は「ご縁で目指せ全国制覇！４７都道府県ご当地チャレンジ」を実施します。 

（２）内容 

    ①笑顔・食セクション混合メンバーとサービス提供チームで実行委員会を組み、当初の企画を 

すすめていきます。 

    ②企画の内容については、各事業所と共有し、ご利用者・職員がイベントに楽しく参加でき、 

コミュニケーションをひろげられるよう取り組みます。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

５月 献立交換大抽選会 

献立交換最終投票 

ご利用者のクジ引きで食材や料理のジャンルを決定 

ご利用者による投票で献立を決定 

      ６月 献立交換（年１回） 足立・多摩ブロックでレシピを交換し提供 

７月～１１月 コラボレーション企画 笑顔セクションとのコラボレーション企画 

２月～３月 巨大ケーキでデコりんこ 各事業所共通の食に関するイベント 

毎月 行事・イベント・選択食 季節や行事を踏まえた献立の検討・提供 

毎月 日本全国郷土料理 郷土カレー、郷土汁の提供 

毎月 ＧＯ ＴＯ スイーツ 地域の食材を使ったおやつを提供（足立ブロック） 

      随時 職員向け試食会 食に関するイベントや新メニュー考案時の試食会 

      随時 地域交流 カフェでの企画、屋台等の地域開放、マルシェなど  

地域イベントへの参加・協力 

随時更新・掲示 献立の見える化 献立画像データの掲示、実物提示 

毎月 1 日・随時 チーム広報誌発刊 「たのしくパクりんこ」にて活動内容を発信。職員  

健康診断にあわせた「けんこうつうしん」の発刊 

       随時 Instagram 発信 献立やレシピ、イベントの様子を発信 

毎月第３木曜日 セクション会議 取り組みの進捗・予定の確認、新規議案の検討 

 

Ⅲ．予算 

項目 金額 備考 

ご利用者向け 

イベント 

食材費・食器等 130,000 円 献立交換：50,000 円 

デコりんこ：80,000 円 

職員向けイベント 食材費等 45,000 円 15,000 円×各エリア 

※試食会・調味料設置など 

地域向けイベント 食材費・会場費 60,000 円 20,000 円×各エリア 

 

法人イベント 事務費 10,000 円  

献立の見える化 事務費 20,000 円 10,000 円×各ブロック 

食セクションとの 

コラボレーション企画 

 サービス提供チームにて別途計上 

合計 265,000 円  
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≪人財部≫ 

 

 人財部は VISION2028において２年後にたどり着きたいゴールを、「人財部内の各チームがお互いの

役割を理解して、連携しながら動けている」としていました。各チームの動きについては、理解がすすん

でいるところはありますが、連携に関してはまだ十分とは言えない状況だと思います。 

その理由のひとつとして、人財部として目指す指標がきちんと定まっていないところがあります。より

具体的な指標を定めることで、どのような連携が必要なのかを考えることができますし、結果がどうだっ

たかもつかみやすくなります。 

指標といっても、人件費率や採用経費など経費にかかわる指標、採用人数や配置人数などひとの数に 

かかわる指標、ラフールサーベイなどのひとの気持ちにかかわる指標、障がい者や外国人、シニア層など

働き方にかかわる指標など、さまざまあります。そのなかで人財部として、各チーム・セクションとして

追っていく指標を定めて、行動につなげていく１年としたいと思います。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 人財部として活用する指標を決定し、その数字にもとづいた部の運営を行います。 

（１）設定理由・・・人財部の取り組みに対する成果を具体的な形で見えるようにすることで、より  

効果的な施策に取り組んでいくため。 

（２）内容 

①ラフールサーベイ（ストレスチェック）の結果分析や人財管理ソフトからの情報をもとに、 

人財部として活用する指標を定めます。 

    ②上記で定めた指標をもとに、人財部として重点的に取り組んでいく内容を決めます。 

    ③人件費管理分析会議を中心に人件費の状況を把握し、法人としてバランスのとれた予算と  

なるようにします。 

 

２. 多様な職員が働きやすい職場をつくります。 

（１）設定理由・・・労働力人口の減少にともない、シニア層・外国人・障がい者・子育て世代など  

さまざまな働き手や働き方への対応が求められているため。 

（２）内容 

    ①外国人採用に向けたプロジェクトチームを中心に、外国人採用に必要な具体的な施策に取り

組みます。 

    ②健康経営に対する取り組みをひろげていきます（育成チームと協働）。 

    ③福利厚生制度や、公的な制度をよりひろく活用できるように使い方の広報や提案を行います。 

 

３. ＤＸ化への対応と活用 

（１）設定理由・・・統合型の人事労務システムの導入を機会に、これまでの常識にとらわれず効率化

を推進していく必要があるため。 

（２）内容 

    ①スムーズなシステム導入を目指して、職員間の情報共有をしっかりすすめます。 

    ②導入したシステムで、できることを把握し活用方法を検討します。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

９月～１１月 

２月～翌年４月 

グッドスマイル賞 第６回：投票９月、表彰１１月 

第７回：投票２月、表彰 ４月 

毎月第１水曜日 

第４水曜日 

人財部会議 第１：人事部門会議、検討 

第４：労務部門会議、検討 

毎月第４水曜日 人件費管理分析会議 人件費にかかわる情報共有 
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Ⅲ．予算 

項目 金額 備考 

グッドスマイル賞 イベント費用 80,000 円 副賞（40,000円）２回分 

ラフールサーベイ 報告書作成費用 280,000 円 全体報告書 100,000 円×２回 

各拠点 10,000 円×４拠点×２回 

研修見学費  40,000 円  

合計 400,000 円  

 

 

 

【新卒採用チーム／人財部_人事部門】 

 

Ⅰ．重点目標 

１. スピード感をもって、効率的な採用活動に取り組みます。 

（１）設定理由・・・現状の福祉専攻学生を中心の採用ルートに加え、一般学生や外国人財へとター  

ゲットをひろげ、母集団の確保を目指します。採用活動を特別な業務と捉えるの

ではなく、日常業務のなかでいかに効率よく、かつ他社に負けないスピードで 

動けるかを重視し、持続可能な採用体制を整えます。 

（２）内容 

   ①ターゲットの拡大と自社らしさの発信。 

    福祉専攻学生の減少に対応し、地域や組織づくりに関心のある学生、ホスピタリティを持つ 

人財にアプローチします。 

    ・独自の求人票の作成。働くイメージがわく、手づくり感のある資料でアピールします。 

    ・情報の鮮度の維持。 

 ＳＮＳや採用ＨＰでいまの現場のリアルをこまめに発信します。 

   ②つながりを活かした確実な採用。 

    採用サイトに頼るのではなく、信頼関係あるルートからミスマッチがない採用を行います。 

・学校訪問の拡大（ＯＢ・ＯＧ連携）。 

 職員の卒業校を訪ね、後輩たちへ直接魅力を伝える機会を増やします。 

・紹介制度（リファラル採用）の活用。 

 すでにある制度を新卒者に対しても利用可能とし、紹介だけでなく入職時のフォロー体制

を整えます。 

    ③業務の効率化と省力化の両立。 

     担当者が不在でも業務が滞らず、かつ学生を待たせないスピード選考を実現させます。 

     ・スピード選考。 

 ＬＩＮＥなどの活用で即レスポンスすることを心がけ、面接から合否出しまでの期間を 

最短化します。 

     ・仕組みの共有（脱・個人依存）。 

      誰でも対応できるよう、返信定型文の作成や進捗状況の可視化を行います。 

    ④外国人採用に向けた基盤づくり。 

     将来的な人財不足を見据え、多様な文化を受け入れる土壌をつくります。 

     ・居住支援や日本語学習のサポートなど、受け入れ側が迷わないためのルールを整理します。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

通年 会社説明会 業界研究 法人説明 採用スケジュールの説明 

各ブロック、エリアで実施（適宜オンライン開催） 

通年 オープンカンパニー 各事業所の事業説明 見学会 イベント参加 

プログラムにより対面またはオンラインで開催 
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通年 職場体験 各事業所の職場体験 

プログラムにより対面またはオンラインで開催 

夏季・秋冬季 インターンシップ 実施期間限定の職場体験 

プログラムにより対面またはオンラインで開催 

通年 オープンカンパニー 

職場体験 

インターンシップ参加者 

アプローチ企画 

法人情報の提供 就職相談など 

プログラムにより対面またはオンラインで開催 

通年 選考会（内定 内々定） 各ブロック、エリアで実施 

内定式後に数回 内定者フォロー企画 法人内事業所紹介 同期意識の確立 

内々定通知後 内々定者のフォロー企画 職場体験 関係性づくり イベントへの参加 

毎月 求人票 送付 修正 連絡 独自の求人票の使用 

１～３回 学校訪問 求人票の配布 就活動向の情報共有 

関係性づくり 

毎月 ＳＮＳと採用ＨＰからの

情報発信 

採用情報 イベントなどへの参加状況 

会社説明会やインターンシップの開催日程など 

毎月 スカウトとＤＭ 送付目標数１００件 

内容と送付先の精査 

５・11・２月 イベント参加 学校や地域における合同会社説明会 

就職フォーラムなどへの参加 

３～６月に１回 活動のふりかえり チーム会議内にて活動内容の見直しと修正 

毎月第２火曜日 チーム会議① 事業計画、戦略の作成 進捗確認 取り組みの評価と

修正 修正案と計画の具体化 

毎月第４月曜日 チーム会議② 取り組みの実施状況の効果の共有 

新規取り組み提案の検討 

４月１日 入社式 法人本部にて実施 配属先の伝達 

４月初旬 新卒者研修 新卒者の配属前研修 法人内事業所見学 

４月 情報の発信 採用サイト、採用ＨＰ、ＳＮＳから採用情報の発信 

求人票、チラシの配布 

夏のインターンシップ企画の立案 

５月 情報の発信 

イベント参加 

夏のインターンシップ企画の発信 

イベントへ参加 

６月 情報の修正 

イベント参加検討 

求人票と採用ＨＰ、採用サイト、チラシの数値調査と

修正 新規求人票とチラシの配布 

大型イベントへ参加の検討と企画 

７月 夏のインターンシップ 夏のインターンシップ開始 

活動状況のふりかえり、活動の修正 

８月 情報の発信 秋のインターンシップ開催の発信 

９月 採用活動のふりかえり 上期活動のふりかえり 戦略の修正と変更 

１０月１日 内定式 法人本部にて実施 

１０月 選考直結の開始 選考会直結型の会社説明会の募集開始 

秋のインターンシップ開催 就職相談 

活動状況のふりかえり、活動の修正 

インターンシップ参加者への個別アプローチ 

早期選考の内々定出し 

１１月 情報の発信 冬のインターンシップ開催の発信 

１２月 情報の発信 

冬のインターンシップ 

冬のインターンシップ開催 就職相談 

インターンシップ参加者への個別アプローチ 

活動状況のふりかえり、活動の修正 
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早期選考の内々定出し 

内定者フォロー企画の立案 

１月 

 

次年度採用活動の検討 

 

内定者のフォローと入職

準備 

令和９年度の事業計画の立案 

活動のふりかえり 採用戦略、予算の立案など 

内定者フォロー企画の実施 入社式企画の立案 

新卒者研修のスケジュール調整 

２月 情報の更新 採用サイト・求人票の確認と更新 

３月 情報の発信 採用情報の解禁 求人票、チラシの作成 

配布先の選定と目標配布数、送付方法について 

 

Ⅲ．予算 

項目 金額 備考 

入社式 20,000 円 壇上費 10,000 円 

内定式 

内定者フォロー 

内定者交通費 

70,000 円 内定式 10,000 円 

内定者フォロー20,000円 

１２月 20,000・2月 20,000円 

学校訪問交通費 20,000 円  

オープンカンパニー  

職業体験 インターンシップ費用 

50,000 円  

外部研修費 20,000 円  

採用サイト使用料 110,000 円 令和７年度参考 キャリタス就活 

スマホ使用料 50,000 円 使用料増加した場合 

イベント参加費 30,000 円 5,000 円×６ 

合同説明会大型イベント 330,000 円 キャリタス主催のイベント参考 

採用活動費 80,000 円 求人票送付 10,000 円 

会社説明会案内送付 50,000 円 

その他書類送付 20,000 円 

備品購入 20,000 円  

チラシ・パンフレット作成費  250,000円  

合計 1,050,000 円  

 

 

 

【キャリアアップ採用チーム／人財部_人事部門】 

 

Ⅰ．重点目標 

1. 近年の「福祉事業の担い手不足」というこの深刻な状況に向きあうため、令和５年度より、法人全体

で統一的な体制づくりに取り組んでいます。引き続き、各ブロック・エリアの採用活動の成果や地域 

特性等を研究し、よりスピード感ある効率的な採用活動に努めます。 

（１）設定理由・・・パンデミック終息後、景気回復や物価高騰のなか、福祉人財の担い手が急速に  

減っていることを年々実感します。少ない人財に選んでもらうため、引き続き、

法人全体での採用情報共有および課題整理を続け、スピード感と効率化を意識

した採用戦略をつくります。 

（２）内容 

①法人全体での情報共有や課題整理（以下の項目を基本に）を行いながら、スピード感と効率化

を強化するため、採用窓口の１つの軸を、足立ブロック・多摩ブロック・狛江エリアの３つの

エリアから、２つのブロック単位でできるような体制を目指し、整理します。 

・選考状況の確認          ・課題・打ち手の相談 

・その他、求人に関する共有事項   ・全体議題など 
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②昨年度立ちあげた法人の採用ホームページをより充実するため、新卒採用チームや情報戦略

チームなどと協働するとともに、採用ホームページを中心に法人自前での採用力が高まる 

ように動きます。 

１）ハローワークの活用、２）外部の求人媒体の活用、３）ホームページ等自社媒体の整え、 

４）立て看板（近隣住民の方々に対する）での求人採用、５）イベントへの参加など、 

③ＳＮＳを中心に展開される求人活動のスキルをつけます（新卒採用チームや情報戦略チーム

などと協働）。 

    ④引き続き、職員紹介手数料などの採用経費を削減し、自社直接採用の比率を高めます。その 

１つとして、リファラル採用（職員紹介）は重要であるため、キャンペーンなどの企画運営、

リファラル採用への法人内周知活動を行います。 

⑤採用コンサルタントと連携しながら採用戦略を適宜更新し、ハローワーク等の公的機関、法人

ホームページ、有料求人採用ページ（スカウトメールなど）、求人広告やチラシ、人材紹介  

会社等の民間営利企業など、多様な求人媒体や採用手法のなかから時宜にあったものを選択・

実行します。 

    ⑥毎年行っているテーマを決めた職員同士の座談会など、今後の採用につながる法人内の風土

を外部に伝えるイベントの企画運営を行います。 

 

２. 前項目の活動を踏まえ、さらに各ブロック（エリア）の特性（待遇・地域性）を活かした採用に 

おける課題整理と体制づくりに努めます。 

（１）設定理由・・・法人全体での採用活動を強化するためには、ますは各ブロック（エリア）の特性

や状況把握をすることが重要と考えます。さらに法人全体での戦略を踏まえた 

うえで、各職員体制における無理のない採用活動体制をつくることも必要です。 

（２）内容 

  ～足立ブロック～ 

①足立ブロック内の課題を整理し、連携をすすめます。 ※足立ブロックは採用活動を一本化 

・新卒採用チームと連携し、採用ホームページやＳＮＳを活用した申し込みを増やします。 

・チームメンバーおよび採用にかかわる窓口の主担当が、足立ブロック内事務所職員の採用

に対するアンテナを高める働きかけをし、求職者に迅速な対応を行う体制を整えます。 

・「問い合わせから面接実施まで」のスピード感を最重視した体制づくりに努めます。 

・事業所や育成チームと連携し、サービス提供や職員の日常業務、実習生の受け入れなどを 

採用活動や採用につなげていけるよう努めます。 

・リファラル採用への呼びかけをはじめ、職員や関係者に対し「足立邦栄会は良いところだ」

と思ってもらえるよう活動をします。 

・常に個人情報管理を考え、「問い合わせ→面接設定→採用面接→受け入れ→就業開始まで」

で、個人情報の保管方法や個人情報を取り扱う職員を最小限にするなど、適切な採用活動に

努めます。 

～多摩ブロック～ 

①多摩ブロック内の課題を整理し、連携をすすめます。 

・「点」ではなく「面」での採用を目指し、拠点・事業所の枠を超えた募集・配置をすすめる

ため、採用戦略の作成、連携体制の整備、求人・求職者情報の共有を行います。 

・キャリアアップ採用チームメンバーと、他の VISION2028 チーム・セクションや管理課

との連携をすすめます。 

・採用経費削減のため、使い方・進捗管理を行います。      

・リファラル採用について、職員へのさらなる浸透を図ります。 

    ②みずき内の課題を整理し、連携をすすめます。 

・管理課全体で採用活動をすすめられるよう、情報共有・仕組みづくりを行います。 

・運営層と応募状況等情報共有をすすめ、協力体制を構築します。 

・ハローワーク等公的機関との協力体制を構築し、就職相談会への参加等をすすめ、採用活動 

の基盤整備を行います。 

③狛江エリア内の課題を整理し、連携をすすめます。  
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・運営層、管理課で情報共有し、迅速的確な採用活動を行います。 

・公的な説明会等への参加が行政の管轄の問題で困難なため、情報収集と独自の連携先を  

調査しアピールの場をひろげます。 

      ・採用にかかわる経費について、見える化をすすめ見通しを立てます。 

 

３. 外国人介護職の採用など、多様な働き手・働き方の拡充をします。 

（１）設定理由・・・少子高齢化により予想される日本人労働力人口の減少による人手不足へ対応する 

ため。 

（２）内容 

①外国人採用にむけたプロジェクトチームを中心に、外国人介護職採用に必要な事項に優先 

事項をつけて、各事業所において実際の取り組みにつなげます。 

②外国人介護職（特に在留資格特定技能者）の採用に向けて、受け入れ実績のある事業所から、

活用できる制度の情報などを共有し、法人全体での受け入れを目指します。 

③外国人職員の増加に伴い、それぞれの国柄や価値観の違いからくる齟齬を埋めるため、外部 

講師等も活用して従来からの職員との軋轢を生じさせない方法を講じます。 

④外国人介護職のほかにも、障がい者雇用、シニア人財採用、主婦（夫）層採用など、多様な  

求職者を採用できるよう、短時間労働、資格取得支援制度やジョブコーチの活用ほか、法人 

内外において積極的な取り組みを行います。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

通年適宜 就職説明会 行政などの公的機関や民間企業が開催する各種の就職

説明会への参加 

毎月第２火曜日

第４火曜日 

チーム会議 法人全体における中途採用に関して 

 

 

 

【人事考課推進チーム／人財部_人事部門】 

 

「評価」の側面がある一方、「育成」に重点をおいた人事考課制度であること。これが足立邦栄会の  

特長です。そして、人事考課におけるキャリアパスを活用し、「評価」だけでなく、どのように「育成」

につなげ、実際の事業運営に活かしていくか。引き続きの課題です。 

また、人事考課における「評価」は、勤務時間における職務行動や言動という、職員そのひとのごく

限られた一面をその対象としています。そのため、人事考課が「育成」につながるには、「評価」の

前提として、職場風土のなかに、職員そのひとがどういうひとなのかを理解しようとする「人間理解」の

姿勢がやわらかく豊かに育っていることが、必要となります。 

職員そのひとの「人間理解」を基礎にして、職務行動や言動の「評価」を「育成」にどうつなげ、

社会に福祉的価値をうみだす事業運営に活かしていくか。 

これらの課題にむけて、昨年度は、被考課者を対象にした人事考課基礎研修を新たに開始し、人事考課

制度の主旨や仕組みをひろく理解してもらえるよう取り組みました。また、考課者と被考課者の互いの

「人間理解」を深めあうことを目指して、「求める人財像」の５つの要素を切り口にした「求める人財像

の理解を深める『半年間のふりかえりシート』」を作成し、人事考課面談で試用しました。 

今年度もこれらの取り組みを継続し、育成に重点をおいた人事考課の進展と事業運営への活用に取り

組みます。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. これまでの人事考課を継続し、人事考課制度の浸透と進展にむけ新たな取り組みを実施します。  

（１）設定理由・・・キャリアパスや求める人財像を軸とした人事考課の継続、育成に重点をおいた  

人事考課の進展と事業運営への活用、が大きなテーマであるため。 
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（２）内容 

①年２回の人事考課、一次考課者ふりかえり、考課者フォローアップ研修を継続して行います。 

②年２回の人事考課において、「求める人財像の理解を深める『半年間のふりかえりシート』」を

活用し、「評価」の前提となる考課者と被考課者相互の「人間理解」を促進します。 

    ③採用オリエンテーションの場面も活用しながら、被考課者を対象にした人事考課基礎研修を

行い、人事考課制度の主旨と仕組みの基本理解を促進します。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

４月 人事考課面談 考課対象：昨年度下半期在職者 

目標設定：今年度上半期在職者 

「求める人財像の理解を深める『半年間のふりかえり

シート』」の本使用開始 

５月 ブロック考課委員会 

最終考課委員会 

・足立５月１３日、多摩５月１４日予定 

・最終５月１５日予定 

６月 人事考課結果確定 

 

賞与反映、昇降格・昇降級 

 

７月 スタートアップ研修 

一次考課者ふりかえり 

対象：初任者一次考課者 

対象：一次考課者 

８月 フォローアップ研修 対象：一次考課者・二次考課者 

９月 評価面談シート準備 

人事考課基礎研修 

対象：今年度下半期在職者 

対象：昇降格・昇降級者、一定期間入職者（３年・６

年・１０年・１５年・２０年／指導職、一般職） 

１０月 人事考課面談 対象：今年度上半期在職者 

目標設定：今年度下半期在職者 

「求める人財像の理解を深める『半年間のふりかえり

シート』」の使用 

１１月 ブロック考課委員会 

最終考課委員会 

・足立、多摩１１月１６日予定 

・最終１１月１６日予定 

１２月 人事考課結果確定 賞与反映 

１月 スタートアップ研修 

一次考課者ふりかえり 

異動・キャリア形成 

についてのアンケート 

対象：初任者一次考課者 

対象：一次考課者 

２月 フォローアップ研修 対象：一次考課者・二次考課者 

３月 評価面談シート準備 

人事考課基礎研修 

対象：次年度上半期在職者 

対象：昇降格・昇降級者、一定期間入職者（３年・６

年・１０年・１５年・２０年／指導職、一般職） 

年１０回開催 チーム会議 ４月・１０月以外の第４金曜日開催 

 

 

 

【育成チーム／人財部_人事部門】 

 

法人職員として求める能力の育成、開発を目指します。法人として強くしなやかな体制づくりを目標

に、求める人財像を念頭におき、キャリアパスに位置づける階層別研修を形とし、キャリアアップ（昇格）

のための要件となるようにします。また、令和６年度から実施している採用オリエンテーションは継続的

なブラッシュアップをして、より効果的な内容となるよう改善を図るとともに、管理職の連携の場として

取り組みを続けます。 
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指導職の能力開発を目的とした指導職研修の位置づけは法人運営のための重要課題と捉えています。

指導職研修では、「次世代の管理職」「法人運営・組織マネジメント」「専門職」それぞれの分野において

力をつけていくことで個人の成長と、その先の法人の成長につなげます。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 採用オリエンテーションを継続的にブラッシュアップし、より効果的な内容へと改善します。採用 

オリエンテーション講師をとおして管理職の「伝える力」の底上げと、採用オリエンテーションで行っ

ている項目についての共通理解をすすめます。 

（１）設定理由・・・法人として強くしなやかな体制をつくるためには、入職した職員が法人の理念・

基本方針の理解を深め、福祉にかかわる基本的な倫理を習得することが必要です。

その機会として、採用オリエンテーション、オリエンフォローアップ研修を実施し、

概要、概略が理解できるようにします。管理職の「伝える力」の底上げと、入職後

早い段階から新しい職員とかかわることで「顔の見える関係」、「協力できる関係」

をつくります。 

（２）内容 

    ①法人全事業所の新人職員を対象として、年６回定期開催します。（偶数月第２水曜日）  

    ②採用オリエンテーション受講後、２ヶ月以上経過した段階でオリエンフォローアップ研修を

受講、ふりかえりの機会とします。同期入職とのつながりを感じ、意見交換の場をつくります。  

・５月（１０月、１２月、２月採用オリエンテーション受講者対象） 

・１１月（４月、６月、８月採用オリエンテーション受講者対象）  

    ③採用オリエンテーションの項目は、管理職が項目ごとにチームに分かれ、作成・確認・評価・

ふりかえりを行います（管理職の責任と能力開発）。 

・チームメンバーを入れ替えることで管理職が他の項目に対する理解度を高め、管理職間の

共通理解を促します。 

 

２. キャリアパスにもとづき、各階層別・専門職別に研修が受講できる体制を整えます。 

（１）設定理由・・・法人職員として求める能力の育成、開発のためには、キャリアパスにもとづいた

各階層別に求められている目標を理解することが必要です。そのために、各階層

別・専門職別の研修を整えます。 

（２）内容 

    ①各階層別の研修を受講することで、知識向上と各階層別に求められている目標の理解を深め

ます。 

②キャリアアップのための要件として、各階層別の研修を受講することで新たな目標、責任と 

自覚を学びます。 

    ③外部研修の受講を促し、法人または事業所へのフィードバック研修を行うことで内容の理解

が深まるとともに、法人に還元される仕組みづくりをします。 

 

３. 指導職研修で指導職としてのスキル向上、法人運営に参画する機会を提供します。 

（１）設定理由・・・法人の成長には、指導職の経験・スキル向上が欠かせません。管理職が的確な  

指導を行い、指導職の能力向上につなげることを目的とします。「次世代の管理

職」「法人運営・組織マネジメント」「専門職」、それぞれの分野において力を  

つけていくことが個人の成長と、その先の法人の成長につながると考えます。 

（２）内容 

    ①異なる事業所の指導職同士の連携を促進し、相互の交流および学びの場を提供し、関係性を 

深めます。 

    ②各事業所の理解を深め、法人全体での協力体制の強化と、法人全体の事業内容を理解します。 

    ③上司の補佐役としての機能を発揮するため、管理職との連携を強化し、法人運営・組織マネジ

メントの力を高めます。 

    ④主体性を意識できる研修内容を企画します。 
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４. ＯＪＴの仕組みの理解を深めます。育成の仕方を学ぶ機会をつくります。 

（１）設定理由・・・ＯＪＴの手段としてプリセプター制（チューター制）の仕組みの理解を深め、  

より効果的な育成につなげます。 

（２）内容 

    ①プリセプター制（チューター制）の仕組みの理解を深め、法人全事業所で活用できるように 

浸透させます。 

    ②教える側、教わる側がともに成長できるものにしていきます。教わる側の立場に立った指導・

育成ができる下地をつくります。 

    ③プリセプター制（チューター制）について共通理解ができるようにします。またプリセプター

（チューター）を担える人財を増やします。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

４月 採用オリエンテーション

①（４月８日） 

採用オリエンテーション①：３月・４月入職者対象 

５月 オリエンフォローアップ

研修①（５月２１日） 

指導職研修（選定） 

オリエンフォローアップ研修①：１０月から２月の採

用オリエンテーション受講者対象 

指導職研修：メンバー選定 

６月 採用オリエンテーション

②（６月１０日） 

一般職中級・上級合同研修

会（選定） 

指導職研修（選任） 

採用オリエンテーション②：５月・６月入職者対象 

 

一般職中級・上級合同研修会：メンバー選定 

 

指導職研修：メンバー選任 

７月 指導職研修 指導職研修：スタートアップ回 

８月 採用オリエンテーション

③（８月１２日） 

一般職中級・上級合同研修

会（８月２０日） 

指導職研修 

採用オリエンテーション③：７月・８月入職者対象 

 

一般職中級・上級合同研修会：入職２年目以降対象 

 

指導職研修：ミーティング 

９月 指導職研修  

１０月 採用オリエンテーション

④（１０月１４日） 

一般職合同研修会ふりか

えり 

（１０月１日～３１日） 

指導職研修 

採用オリエンテーション④：９月・１０月入職者対象 

 

一般職合同研修会ふりかえり：８月の一般職合同研修

のふりかえりを行い、アウトプットすることで研修 

内容の理解を深める 

指導職研修：ミーティング 

１１月 オリエンフォローアップ

研修②（１１月１９日） 

指導職研修 

オリエンフォローアップ研修②：４月から９月の採用

オリエンテーション受講者対象 

指導職研修：ミーティング 

１２月 採用オリエンテーション

⑤（１２月９日） 

指導職研修 

採用オリエンテーション⑤：１１月・１２月入職者  

対象 

指導職研修：ミーティング 

１月 指導職研修 指導職研修：ミーティング 

２月 採用オリエンテーション

⑥（２月１０日） 

指導職研修 

採用オリエンテーション⑥：１月・２月入職者対象 

 

指導職研修：ミーティング 

３月 指導職研修 指導職研修：ミーティング 

毎月第３月曜日 チーム会議  
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Ⅲ．予算 

項目 金額 備考 

指導職研修  10,000 円 印刷費用、雑費 

  〃 講師費 60,000 円 ９０分×２回 

オリエンフォローアップ

研修 

 5,000 円 印刷費用、雑費 

一般職合同研修会 

ふりかえり 

 5,000 円 印刷費用、雑費 

採用オリエンテーション  10,000 円 印刷費用、雑費 

外部研修 研修費 40,000 円 各拠点１名 10,000 円×４名 

合計 130,000 円  

 

 

 

【労務セクション／人財部_労務部門】 

 

職員の情報管理を拠点単位から法人全体での管理へ、紙ベースから電子化へシフトチェンジするため

に、昨年度は人事労務システムの導入にむけて動き始めました。ＤＸ推進プロジェクトとの連携のもと 

選定を行い、今年度より運用開始となります。勤怠管理から給与計算まで、入職から退職までの事務処理

を人事労務システムで対応できるようになり、ヒューマンエラーの削減、業務の効率化、情報の一元  

管理、ペーパレス化、属人性の排除等の効果が期待できます。最初のステップとして環境設定・運用体制

の整備等を行い、人事労務、勤怠管理、給与と順次システムの運用を開始します。 

並行して、昨年度同様年間スケジュールに沿っての業務共有を行い、事務作業の標準化をすすめます。

拠点・ブロック間の情報共有・連携を心がけて、「多様な働き方に対応して職員管理ができている」体制

が確保できるように取り組みます。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 人事労務システムの運用を開始し、法人の職員情報の一元管理をスタートします。 

（１）設定理由・・・セクション内での連携を密に取り、スケジュールに沿っての環境設定・検証を  

慎重に行い、システムの運用を開始します。職員ひとりひとりの理解と納得が 

得られ、滞りなく利用開始ができるように準備をします。 

（２）内容 

    ①運用開始に向けて初期設定、データ登録、試験運用を行います。 

    ②人事労務システム導入の目的・操作方法等について職員周知を行います。 

③運用ルールの整備を図り、管理職層と共有します。 

④導入についての声を丁寧に拾い、不安を解消し定着へつなげます。 

⑤法人職員全員が人事労務システムにログインし、利用を開始します。 

⑥契約したプロダクト（人事労務・勤怠・給与・ワークフロー・書類配布・社保手続き・年末  

調整収集・人事データ分析）を、スケジュールに沿って運用開始します。 

 

２. 拠点ごとに行っている業務の共有を行い、作業手順やプロセスの標準化を検討します。 

（１）設定理由・・・各拠点で独自に行っている労務関係の業務を共有し、いま以上に効率的・効果的

な共通ルールや手順を検討します。将来的には、どの拠点で事務処理をしても、 

同等の成果物が仕上げられるように取り組みます。 

（２）内容 

    ①年間スケジュールに沿った業務共有を行います。 

    ②社会保険の申請について、紙ベースから電子申請への切り替えを検討します。 

    ③労働安全衛生関係の手続きについて、紙ベースから電子申請への切り替えを検討します。 

    ④足並みを揃えた年末調整業務を実施します。 
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３. コンプライアンスを遵守し、職員の労働環境の整備を図ります。 

（１）設定理由・・・多くの業務に法律がかかわるため、労務担当者の認識の共有やスキルアップを  

図ります。安全な制度の運用、法改正への迅速な対応、有効な助成金の活用等を

もとにして、職員が安心して働ける環境の整備をすすめ、モチベーションや生産

性の向上に取り組みます。 

（２）内容 

    ①今年度予定されている労働法、年金制度、税制等の制度改正について共通理解を図ります。 

    ②居住支援特別手当の申請を行います。 

    ③障害者雇用納付金制度への対応を行います。 

    ④高年齢者雇用状況報告への対応を行います。 

    ⑤福利厚生倶楽部の最新情報を発信し、職員の利用促進を図ります。 

    ⑥人事労務システムの人事データ分析の有効活用を検討します。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

毎月第２月曜日 

第４月曜日 

人事労務システム導入 

  サポートの打ち合せ 

人事労務システム担当者との打ち合せ 

月１回 社会保険労務士事務所と

の打ち合せ 

勤怠管理・雇用管理・年末調整・補助金申請などの  

相談および申請代行等の打ち合せ 

毎月第４火曜日 セクション会議 ブロック（エリア）間での勤怠管理および補助金申請

の確認・共有 

 

Ⅲ．予算 

項目 金額 備考 

旅費交通費  25,000 円 拠点間異動等 

研修・説明会参加  30,000 円  

人事労務システム利用料  5,161,200 円 単価×アカウント数 

出退勤用タブレット  200,000 円  

合計 5,416,200 円  
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≪財務部≫ 

 

VISION2028 がスタートするにあたり、財務規律でオンリーワンチームでは、「足立邦栄会の信用を

高め、希望ある地域・社会づくりに貢献するため、私たちの現状と望む未来を数字で把握し表現する」を

チームコンセプトとして掲げています。VISION2028 の後半、３年度目である今年度は、５年後のゴー

ルに掲げた「『わがごと・まるごと』（垣根を超えた福祉ニーズへの対応）に向けアクション」を起こせる

よう、足もとをしっかり固めたうえで展望をひらく１年にします。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 既存事業全体の安定した黒字化に寄与する財務管理を行うため、組織・体制のさらなる整備と課題へ

の対応に取り組みます。 

（１）設定理由・・・財務管理体制は整ってきていますが、昨年度は赤字の拠点があったこと、人員  

配置の不安定さ等の課題がありました。 

（２）内容 

   ①財務ガバナンスのチェック。 

・会計往査を引き続き活用し、財務に係る業務の標準化とその浸透を図ります。 

    ②既存事業の予算管理。 

・予算編成、進捗管理の精度を高めます。管理職への勉強会をブラッシュアップしながら  

継続します。 

    ③事務職員の育成・法人全体の事務管理体制整備。 

・各拠点の管理課の体制整備、チームワークの形成、事務処理能力の向上などを図ります。 

また、対面ミーティングを継続するなど、法人全体での事務協力体制を推進し管理体制を 

構想します。 

    ④えん・ものセクションの進捗管理。 

・えんセクション・ものセクションの活動内容や課題を共有し、その成果や周知事項を、

VISION2028 推進会議等をとおして法人全体に発信します。 

 

２. 中長期の視点に立った構想・戦略のたたき台をつくります。 

（１）設定理由・・・VISION2028 財務規律でオンリーワンチームの５年間のイメージは、最初の  

２年で基盤整備を行い、その後中長期的な事業戦略を財務の視点で構想して 

いくというものです。現状を踏まえたうえでそれに沿った目標設定をします。 

（２）内容 

    ①財務分野のＤＸ（デジタル技術を活用したビジネスの変容）の検討・導入。 

・先行している労務セクションを中心にした人事労務システムのＤＸ導入が落ち着いたら、

財務関係のＤＸ導入の検討を本格化させ、可能であれば年度後半での導入を目指します。 

②財務分析にもとづく既存事業の財務面の事業戦略案の策定に向けて。 

・既存事業の財務分析をすすめ、赤字体質事業の評価や改善策の検討ができるようにし、法人

全体の財務面の事業戦略案の策定に取り組みます。 

    ③（仮称）チャレンジ事業の検討スタート。 

・法人としてチャレンジできる事業戦略を練ることができるよう、財務の立場での根拠立て

地域ニーズの把握や他の部との協働等すすめます。 

    ④次年度報酬改定についての情報収集・分析。 

・令和９年度介護報酬・障害福祉サービス等報酬改定について、積極的に情報収集・共有を 

行い、受け身にならずに改定内容を分析し、財務面での先手を打った対応が取れるように 

します。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

毎月 会計往査 会計顧問による月次決算チェック 
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毎月第２金曜日 

第４金曜日 

ＤＸ推進プロジェクト 財務の視点から参加、推進。終了時期未定 

毎月財務部会議で

フィードバック 

管理職への勉強会 管理職の予算管理の意識を高める、もしくは事務職員

との協働を図ることを目的とする 

毎月第１木曜日 財務部会議 財務部事業計画の進捗管理 

毎月第３火曜日 ものセクション会議  

毎月第４火曜日 えんセクション会議  

※各拠点で年１回以上、各セクション対面ミーティング 

 

Ⅲ．予算 

項目 金額 備考 

ＤＸ導入  250,000 円 検討し、可能なら下半期の導入 

合計 250,000 円  

 

 

【えんセクション／財務部】 

 

 運営責任者（管理者・管理職）がより良い経営や運営を行うために、事務職員による提案や助言などの

主体的なサポートが欠かせません。えんセクションは、自身の仕事が、与えられた仕事をこなすだけの

「処理」から事業を営むための「管理」となるよう努めます。そして、自分たちが会計処理や財務分析の

力をつけることはもちろん、それを運営責任者が経営や運営に活かしていけるようになることまでを、 

自身の職務と捉えます。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 運営責任者（管理者・管理職）に対して、黒字継続や黒字転換、収益不安定部門の評価判断に資する

提案・助言を主体的に行い、各事業の経営・運営をサポートします。 

（１）設定理由・・・運営責任者（管理者・管理職）がより良い経営や運営を行うために、事務職員と

して会計処理や財務分析の力をつけ、経営や運営に活かせる提案や助言など、 

主体的な貢献が必要です。 

（２）内容 

    ①管理者・管理職へ主体的に提案・助言する力を高め、組織として、財務分析を経営・運営に 

活かします。 

→えんセクションとして 

・「お金（予算管理等）についてのコミュニケーションの架け橋をつくる」ことを目的にした、

運営責任者（管理者・管理職）への財務研修に参加し、率直な関係性を構築します。 

     ・運営責任者（管理者・管理職）と連携する機会づくりと主体的な働きかけに努めます。 

    →運営責任者（管理者・管理職）や財務部と連携して 

     ・財務指標による財務分析を具体的に活用し、黒字化の継続に活かします。 

・財務指標による財務分析を具体的に活用し、収益不安定部門の洗い出しとその原因分析を

行い、経営・運営に活かします。 

    ②組織として、予算管理の力を高めます。 

    →えんセクションとして 

    ・タイムリーな月次決算を行います。 

     ・月次推移表や収入階段表による予実対比を活用し、予算と実算値の乖離を防ぎます。 

    →運営責任者（管理者・管理職）や財務部と連携して 

     ・財務指標による財務分析を、各事業の経営・運営に活かします。 

・予算管理の拠点間平準化（ブロック間での予算管理手法の共有）および、えん・もの担当  

職員による予算管理の進展を図ります。 

・管理職による所轄部署の予算執行管理の実施および予算編成に貢献します。 
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２. 財務分析・財務管理の力を強化し、法人全体の資産の管理および新たな事業展開に投入できる資金を

明確にします。 

（１）設定理由・・・１を実行するために、財務分析・財務管理の力をつけることが必要です。 

（２）内容 

    指標と計画 

    ①黒字経営のための「指標」を用いた根拠ある目標設定を行います。 

・サービス活動増減差額率や事業活動資金収支差額率の目標設定、予算から見る人員配置  

基準（人件費比率）作成および運営責任者（管理者・管理職）との協働など。 

    ②赤字部門・収益不安定部門の事業継続判断のための指標設定を行います。 

・収益と変動費固定費の相関分析および評価指標設定、法人内他事業所への財務貢献（法人内

送客）の評価指標設定、社会的意義の評価指標検討（社会的インパクト）など。 

    ③中長期資金計画の活用と法人全体の資産管理を行います。 

・ものセクションで作成された中長期設備投資計画の反映、各年度の目標収支差額の設定。 

・各拠点の補助金・助成金・委託料の収益計上と入金履歴の統一データベース作成。 

・貸借対照表（ＢＳ）を用いた法人全体の資産の把握と分析。 

    精度効率と規律 

    ④ＤＸを推進し、生産性を向上させます。 

     ・会計経理フローを中心にＤＸ化をすすめます。 

     ・それに伴い、法人全体での会計経理フローの再編成を検討します。 

     ・ＤＸ…デジタル技術を活用したビジネスの変容。 

・生産性向上…デジタル技術の活用による短時間での精確性向上。 

・会計資料のデジタル連携、電子保存。 

⑤財務ガバナンス強化の取り組みを継続します。 

・対面往査による内部監査的取り組みの継続。 

・経理規程に沿った会計経理フローの改善。 

・昨年度からのガバナンス強化施策の継続。 

 

３. 財務部が行う、財務分野の人財育成プロセスの確立と事務管理体制の整備に貢献します。 

（１）設定理由・・・１を継続するために、財務分野の人財育成と事務管理の体制整備が必要です。 

（２）内容 

    ①ＯＪＴとＯＦＦ－ＪＴ、また福祉業界の財務と財務一般を組み合わせ、人財育成に取り組み 

ます。 

     ・えんセクションミーティングや往査を対面で実施。 

    ②組織内の業務分掌の明確化および再編など、財務部による事務管理の体制整備に貢献します。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

毎月第１火曜日 会計往査 会計顧問による月次決算チェック 

毎月第４火曜日 セクション会議 年１回以上、対面での会議を実施 

 

 

【ものセクション／財務部】 

 

「もの」に関する「拠点ごと」の取り組みから、「法人全体」での取り組みへの遷移が軌道に乗りはじ

めました。さらにその取り組みを加速させ、法人全体における効率的な物品調達をすすめます。同時に、

「拠点ごと」から「法人全体」における効率的な物品の再配置についての取り組みも行います。各拠点の

中長期設備投資計画の随時更新により、財務部への有効的な発信・提案を行い、費用対効果を見極め、 

コスト抑制を意識しながら、補助金・助成金を有効活用した設備・器具・備品の更新を行い、法人全体で

「もの」にかかわるさまざまな標準化を検討します。 
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Ⅰ．重点目標 

１. 物品等の購入に関する情報共有、法人全体での契約状況の取りまとめを継続しながら、法人全体に 

おける効率的な物品調達や物品再配置の仕組みづくりを目指します。 

（１）設定理由・・・昨年度は各拠点のタイムリーな見積・契約・購入状況等の情報を数値化・見える

化させるまでにとどまりました。今後はその見える化できた情報にもとづき、  

法人全体規模のスケールメリットを活用した物品調達・各種契約による経費削減

を目指します。 

（２）内容 

    ①各拠点から収集した物品に関する情報を、法人全体で統一したファイルにまとめ、見える化 

されたタイムリーな情報を精査し協議を行うことで、法人全体で活かせるような提案を随時

行い、法人全体のコスト削減につなげます。セクションメンバーが所属拠点の分掌業務のみに

とどまるのではなく、拠点ごとの属人性から法人全体での標準化へシフトさせ、法人全体の 

事業運営・経営に寄与できるようになることを目指します。 

②これまでは物品等の契約・購入を拠点ごとに行ってきたため非効率的であり、大幅なコスト 

低減は図れませんでした。その無駄・重複をなくし、効率的な物品調達を行うため、法人全体

で契約・購入が可能な物品については、セクションメンバーが連携・協働しスケールメリット

を十分活かせるよう、法人全体での一括購入を目指します。 

 

２. 各拠点で精度の高いタイムリーな情報にもとづいた中長期設備投資計画の随時更新を行い、補助金・

助成金を有効的に活用した設備更新を行うことで、物品調達の手順や補助金・助成金プロセスの法人

全体での標準化を検討します。法人全体の効率的な物品の再配置や物品配置の見える化と共有を目指

します。 

（１）設定理由・・・拠点ごとに行う見積や補助金・助成金申請のプロセスについて、法人全体での  

標準化を目指すため、法人内で連携・協働して情報共有を行い、より効率的に  

費用対効果が望めるように法人全体で取り組みます。どの拠点がどの補助金・ 

助成金を活用したいのか、どれだけ緊急性がある案件なのかを検討し、当該拠点

への優先的な補助金・助成金活用を助言・提案していきます。 

（２）内容 

    ①中長期設備投資計画の随時更新をタイムリーに行い、補助金・助成金を有効活用した設備更新

を計画的にすすめ、限られた自己資金のなかで、更新に必要なコストをできるだけ低減させる

取り組みを行い、法人全体の設備更新にかかわるコストの削減を目指します。また、財務部・

えんセクションと常に連携しながら、大規模修繕・改修・改築・新規事業への投資見込みを 

検討し、安定した法人財務運営に資することを目指します。 

②法人全体における効率的な物品の再配置を目指し、法人内でどの拠点に何を優先的に配置 

させるべきか、拠点ごとにものを捉えるのではなく、拠点間のものの融通などを加味しなが

ら、法人内でもののやりくりについても検討します。また、法人全体で長年培ってきた補助

金・助成金活用のノウハウや実績を十分活かし、必要な拠点に補助金・助成金を重点的に分配

できるような取り組みを目指します。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

毎月第３火曜日 セクション会議 年１回以上、対面での会議を実施 
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≪情報マーケティング部≫ 

 

 VISION2028 においては、「つながることの楽しさ・わくわく・しんどさ・億劫を大事にし、その   

ひとなりのしあわせへ」をコンセプトに、特に、「ご利用者（特に施設のご入居者）が地域とつながる」

ことに取り組みながら、引き続き、地域の各種団体や行政などと協働して、地域における「つながりの輪」

を豊かにし、暮らしやすいまちづくりをすすめます。 

 私たちは、「地域とつながる」を「地域のひとたちと顔見知りの関係になる」と捉えます。ご利用者や

事業所が地域とつながっていけば、事業所内外のあちこちで、顔見知りの地域のひとと自然に挨拶をかわ

し、言葉をかわし、かかわりあう、という光景が、毎日、”日常のこと”として見られるようになります。

そして地域における「つながりの輪」がふくらみひろがっていけば、地域に暮らすさまざまなひとたち

が、それぞれのつながり方をしやすくなります。結果として、「自分と異なるひとたちが同じ地域に暮ら

している」ことがお互いにわかり、暮らしやすいまちになっていきます。 

私たちは「『ご利用者や事業所を含めた、地域で暮らすさまざまなひとたち』がしあわせに暮らせる  

まちづくり」を、地域・社会のひとたちや団体、企業、行政や公的機関と協働してすすめていきたいと 

思います。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. ご利用者が、職員が、地域とつながる～それぞれの事業所において、「つながり支援」がひろがる   

ことで、ご利用者が、また職員が、地域と自然につながっている（顔見知りの関係になっている）こと

（状態）。 

（１）設定理由・・・ひととのつながり（社会関係資本）はしあわせの源です。ご利用者が職員を    

介して地域とつながる（顔見知りの関係になる）こともあれば、職員がご利用者

を介して地域とつながることもあります。職員とご家族がつながり、職員が  

ご家族を介して地域とつながったりもします。そうしてご利用者ひとりひとりが、

また職員ひとりひとりが、顔見知りの地域のひとと自然に挨拶をかわし、言葉を

かわし、かかわりあう、という光景が、事業所内外のあちこちで多く頻繁に、  

毎日、“日常のこと”として見られるようになりたいです。 

（２）内容 

    ①「つながり支援」をご利用者支援のひとつとして継続し、展開・発展させます。 

      ～単発企画→継続企画→顔見知りの関係へ～ 

    （足立） 

・谷在家さくらマルシェの実施、谷在家保育園様での朝の体操の参加や、園児の施設訪問を 

通じて、継続的な交流を行います。また介護職員の参加を積極的にすすめます。 

・地域包括支援センター鹿浜で創出した自主グループに通所および入居のご利用者が参加し、

地域交流を図ります。 

・「ピアノで地域づくり」をめざし、ピアノの無料開放とイベントを行い、多くの地域の方と

ご利用者の交流を促進します。 

    （府中） 

・café（at を契機として、近隣事業所・住民の懇談会などの使用をすすめます。 

     ・みずき事業所の取り組みとして、近隣施設のイベントに参加します。 

・カレンダーの寄付、近隣住人懇談会の開催など「つながり」ができた事柄に対して、単回に

ならないよう交流を深めます。 

    （狛江） 

・「こまぱく」に替わる新たな地域との定期イベントを下半期より実施します。 

・「わたしたちはここにいるよプロジェクト」の主催するイベントにご利用者または作品の 

参加を促します。 

・こまほっとシルバー相談室多摩川住宅を会場としたご利用者または事業所の催しを開催し

ます。 
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２. 地域における「つながりの輪」につながり、ひろげ、育て、豊かにする～それぞれの事業所において、

地域における「つながりの輪」が、多種多様に・数多く豊かに育っていること（状態）。 

（１）設定理由・・・地域にはさまざまなひとたちが暮らしています。「つながりの輪」がふくらみ   

ひろがることで、地域・社会のなかで、それぞれのつながりをしやすくなります。 

・機会と仕組みを適切に活かせれば社会参加できるひとたち（働きたい子育て 

中のママ・パパとそのお子さん、退職後のまだまだお元気な高齢者、社会  

参加をしたい障がい者、社会に出ていく準備期にいる学生、日本に移り住んで

暮らす外国人など）。 

・地域のひとたちや制度による支援のもとで社会生活を営めるひとたち（介護 

や支援を必要とする高齢者や障がい者、地域で孤立しがちなひと、まだ生活 

基盤が整わない在住外国人、災害時には日常生活が困難に陥るひと、など）。 

（２）内容 

    ①地域における社会参加ニーズと直接つながる仕組みを発展させます。 

    （足立） 

     ・リブインさくらの４階多目的ホールを地域の方の活動拠点として積極的に開放し、「自分の

居場所」として利用していただける仕組みを整えます。 

     ・さくら・かえでの施設開放を行い、地域高齢者や近隣住民の活動場所を提供します。 

     ・谷在家ママサロンなど新たな団体に働きかけ、情報の発信をひろげます。 

    （府中） 

     ・市役所などでさまざまな方の社会参加の方法を学び、それを事業所内で共有します。 

     ・社会参加（ママ cafe、パパ cafe）に協力します。 

・ボランティア受け入れ方法を整えます。 

    （狛江） 

     ・えだまめのフリースペースを利用した地域イベントを定期開催します。 

・こまほっとシルバー相談室多摩川住宅における地域住民主体の会議をコーディネートし、 

地域の方の居場所づくりを行います。 

・狛江市まちづくり委員会など外部での取り組みのなかで、事業所活用を提案していきます。 

 

    ②地域における「つながりの輪」づくりをすすめます。 

    （足立） 

・近隣施設と合同でボッチャ大会を定期的に開催します。また年に一度の「足立邦栄会創立 

記念スマイル杯ボッチャ大会」にもお誘いし、つながりの輪をひろげます。 

     ・谷在家さくらマルシェを地域の各種団体と協働して行い、交流をすすめます。 

     ・近隣との防災強化のため、地域の町会と協働して防災訓練を実施します。 

    （府中） 

     ・災害協力体制・栄養士部会・イベント参加などで防災を含めた近隣事業所との協力体制を 

強めます。 

     ・近隣福祉資源を活用したイベントを行います（体育館など）。 

     ・多摩ブロック全体を巻き込んだ取り組みを行います（活動、イベント参加など）。 

    （狛江） 

     ・事業所地域の町会や近隣の学校と連携した防災訓練や防火訓練に参加します。 

     ・社会福祉協議会主催の狛江市まちづくり委員会に委員として参加します。 

     ・「わたしたちはここにいるよプロジェクト」など任意団体との連携やつながりづくりを行い

ます。 

 

③法人内外への情報発信力を高めます～届けたいひとたちに足立邦栄会や地域の情報を届ける

ために、情報戦略をバージョンアップさせます。 

     （情報戦略チーム） 

・ホームページ、Instagram、機関広報誌それぞれの得意分野を組み合わせて活用し、地域 

の方に足立邦栄会の活動を正しく知ってもらうことで、つながりの輪をひろげます。 
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・公開された記事をチームで確認し、気づいた点は都度、各拠点や各チームリーダーへ周知 

します。現場の職員が迷わず発信できるよう、書き方の相談や手直しを一緒に行います。 

・広報誌の編集ソフトを改めて、より柔軟でスムーズな編集と入稿ができる体制を整えます。

あわせて発信ルールを定期的に見直し、法人全体の広報の質を向上させます。 

 

３. これまでの VISION2028 の取り組みのなかで捉えてきた地域のニーズに対して、新規事業などの 

新たなアクションが起こること（令和１０年度末までの複数年度目標）。 

（１）設定理由・・・それぞれの地域や社会には、刻々と変化し新たに生まれるさまざまなニーズが  

あります。アンテナを立て、敏感に地域のニーズを捉えることで、これまでの

VISION2028 の歩みのなかで培ってきたさまざまな力を活かして、みながしあ

わせに暮らせるまちづくりに貢献したいと思います。 

（２）内容 

   ①法人本部や各ブロック・エリアと協働し、各拠点における地域ニーズの把握と足立邦栄会事業

戦略の策定に取り組みます。 

     ・情報マーケティング部は、各拠点における地域ニーズの把握と充足に取り組みます。 

       ニーズの把握方法 

       ・都や市区町村の福祉計画の把握。 

       ・制度改正の動向の把握（下記②）。 

       ・当事者や関係者、職員などへの聞き取り、など。 

       実施体制 

       ・ランドマークチームをはじめ、VISION2028 の各部・各チームとの連携協働。 

       ・各事業所や各部署との連携協働。 

       ・各拠点でのニーズ把握や充足の取り組み状況を情報マーケティング部会議で共有。 

    ②令和８年度および令和９年度の介護保険制度・障害福祉制度の改正を中心に、施策および制度

の動向の把握に努め、国や都などのマクロなニーズ把握を行います。 

 

※すべての重点目標において、情報マーケティング部（ランドマークチーム・情報戦略チーム）

のほか、法人本部の他のチームや各事業所と連携協働して取り組みます。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

毎月第２月曜日 情報マーケティング部 

会議 

事業計画を、事業運営（足立・府中・狛江）および

VISION2028（ランドマークチーム・情報戦略チーム）

の両軸からすすめていく 

・法人全体（足立ブロック・多摩ブロック・法人本部）

の動向の共有 

・重点目標ごとに、取り組み内容の進捗共有と評価 

・次月までに行うべきことの検討と確認 

 

 

 

【ランドマークチーム／情報マーケティング部】 

 

 ランドマークチームはこれまで VISION2023 発足より「地域のランドマーク」になることを目標に

事業所のある足立・府中・狛江で地域活動に取り組んできました。その地域の特性や事業所のありように

合わせて、地道に地域やかかわるひととのつながりをひろげて VISION2028へつないできました。 

昨年度は第３回福祉サービス実践・研究発表会に参加し、VISION2023から VISION2028 にかけて

の取り組み、ランドマークチームや拠点ごとの実績を外部に向けて発信することができました。 

今年度ランドマークチームにおける重点目標は、昨年度と大きな違いはありません。理由としては、 

継続していくことで地域から信頼を得て「つながり」が深くなるからです。継続的に行っている「活動 
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記録表」の情報が蓄積されてきています。今後はその情報の分類を行い、各事業所で活かせるように考え

ています。 

VISION2028 では「つながることの楽しさ・わくわく・しんどさ・億劫を大事にし、そのひとなり  

のしあわせへ」をコンセプトに、（「さまざまなひとたちがしあわせに暮らせるまちづくり」を目標にして  

います。ランドマークチームはこの目標を達成すべく、それぞれの地域で具体的な計画を実践します。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. ご利用者、職員が地域とつながることを第一に地域活動に取り組みます。「つながり支援」の観点で

ランドマークチームのみならず、法人全体での地域活動の推進「つながりの輪づくり」の発展を各拠点

で継続的に展開します。これらのランドマークチームの実践を内外に発信し、つながりからのさまざま

な方面への発展の可能性を探り、すすめていきたいと考えます。また、ランドマークチームが生み出し

ている価値を、内外への報告などをとおして客観的に捉え、ふりかえりを行い、中長期計画における 

進捗を確認しながら取り組みをすすめます。 

（１）設定理由・・・ランドマークチームが「さまざまなひとたちがしあわせに暮らせるまちづくり」

にむけて「つながりの輪づくり」を推進します。 

（２）内容 

    ①ご利用者が地域とつながることに取り組みます。これまで培った近隣事業所とのつながりや、

近隣住民とのつながりを契機にして、新しくつながる環境を「つながり支援」に結びつけます。

具体的には、近隣事業所のイベントにご利用者・職員の参加を促し、情報共有を行い「つなが

る」拠点をさらに推進させます。 

    ②ご利用者・職員が地域とつながること、つながるひとたちがつながれる場面を創出します。 

現在ある地域活動をベースに、それぞれの拠点（足立、府中、狛江）は、その拠点の計画に  

もとづいた地域活動を行い、定例会議において、進捗を共有して確認と評価を行います。 

（足立）さくら、リブインさくらを拠点とした地域交流・多世代交流などを継続します。 

（府中）「café（at」を中心とした近隣事業所や学校、地域交流、体験実習などの環境の提供

を継続します。 

（狛江）社会福祉協議会や地域包括支援センター、市民活動団体との協働、地域活動づくり 

などを継続します。また、狛江エリア事業所でも地域交流をイメージした活動をコン

セプトに考えているので、その活動をチーム全体でプッシュアップしていくよう 

試みます。 

③各事業所の地域特性が一律ではないため、できることから地域とのつながりをつくりたいと

考えます。できたつながりは「活動記録表」に記録し、明確なつながりを形成したいと考え 

ます。そのうえで「活動記録表」の情報が蓄積されてきたので情報のまとめを行います。 

    ④法人全体、事業所同士の相互作用が発揮されるよう、各事業所のイベントに参加するなどの 

相互交流のある活動を取り入れて継続します。 

    ⑤外部の主催する「実践報告会」でランドマークチームの実践報告を行います。 

    ⑥法人ホームページにおいて、ランドマークチームの各拠点の地域活動のお知らせと報告を、 

今年度も毎月継続して行います。 

⑦地域特性に合わせた活動を考える会議体として、足立ブロックでは地域会議が行われて  

います。同様の会議体の導入を多摩ブロックでもすすめます。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

未定 外部実践報告会 外部団体主催の報告会に参加して、法人の取り組みを

ひろめる 

（昨年度参加の第３回福祉サービス実践・研究発表会

は３月開催） 

毎月 法人ホームページ報告 各拠点の地域活動のお知らせと報告 

毎月第４木曜日 チーム会議 ランドマークチーム定例会議 
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【情報戦略チーム／情報マーケティング部】 

 

今年度は、以下の２点を大切に「伝える側」も「見る側」も、誰もが足立邦栄会の動きを身近に感じら

れるような広報活動を目指します。 

○「見るひと」の気持ちに寄り添う、気軽で分かりやすい発信。 

情報発信は特別なことではなく、日々の小さな発見を伝えることから始まります。専門用語を  

避け、見るひとが親しみを感じる表現をチームで一緒に考えることで、職員ひとりひとりが「気軽に、

楽しく」発信できる意識づくりを共有していきます。 

○拠点やチームの枠を超えた、連携の輪をひろげる発信。 

情報戦略チームだけの活動に留まらず、「広報選抜隊」の動きをヒントに、各拠点や VISION2028

他チームとの連携を強化します。多角的な視点を取り入れることで、法人全体の活動の幅をひろく、

透明性を持って社会へ届けます。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 確立された発信基準にもとづき、ホームページや Instagram を通じて、法人の動きを正しく、安全

に伝えます。 

（１）設定理由・・・昨年度に「外部発信の注意点マニュアル」や「ＳＮＳ発信ガイドライン」を策定

し、各拠点の管理者が内容を確認・決裁する仕組みを整えました。今年度より、  

発信のスケジュール管理が VISION2028 の各部へ移行し、現場主体の発信が  

活発化します。これを受け、情報戦略チームは各拠点や各部が公開した記事を点検

し、気づいた点を都度周知することで安全な発信を支えます。時代の変化にあわせ

たルールの定期的な見直しを行うことで、確かな発信体制を維持するために設定

しました。 

（２）内容 

    ①各拠点や各部が公開した記事をチームで点検し、修正や工夫が必要な点は、各拠点のチーム 

メンバーから自拠点の管理者や担当者へ速やかに共有します。これにより、現場で発信した後

の安全性をチームがバックアップし、法人全体の正しい情報発信を維持します。 

②VISION2028推進会議や各拠点の広報委員会において、点検で見つけた良い事例や注意点を

フィードバックし、互いの発信スキルを高めあいます。 

③また、時代の変化に合わせ「外部発信の注意点マニュアル」「ＳＮＳ発信ガイドライン」「チェ

ック体制とホームページ発信の流れ」の３点を年１回見直し、常に最新のルールを法人全体へ

示します。 

④ホームページと Instagram それぞれの強みを活かし、視覚的な見せ方と詳しい報告を組み 

合わせた多角的な発信を行います。これにより、地域の方々や協働者へ法人の活動を分かり 

やすく伝え、足立邦栄会を身近に感じてくれるひとを増やします。 

 

２. 編集環境の整備と確認体制の構築により、効率的かつより良い法人機関広報誌を発行します。 

（１）設定理由・・・昨年度、発行スケジュールの遅延や校正体制に課題がみられたため、編集ソフト

の導入による作業の効率化と役割分担の明確化を図ります。また、管理職による 

確認フローを正式に組み込み、リスク管理と法人方針との整合性を担保する仕組

みを整え、７月と１月の確実な発行を目指すために設定しました。 

（２）内容 

    ①編集ソフト「Adobe InDesign」を導入し、編集・入稿作業を効率化することで、誌面内容の

ブラッシュアップに注力できる環境を整えます。 

②７月発行の「Heart to Heart Ｖｏｌ．４」では、広報選抜隊による「狛江エリア２０周年

ＹＥＡＲイベントへ取り組んだ歩み」を特集し、１月発行の「Heart to Heart Ｖｏｌ．５」

では各拠点の法人施策への取り組みをテーマに、全拠点の動きをひろく伝えます。 

③情報戦略メンバーと管理職による原稿確認体制を整備します。客観的な視点や読み手側の 

視点でのチェックを強化することで、情報の正確性とクオリティの維持・向上につなげます。 
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３. 各拠点の広報委員会同士の連携体制を構築し、法人全体の情報発信力を継続的に高めます。 

（１）設定理由・・・昨年度１０月に発足した「広報選抜隊」の活動を、法人全体の仕組みとして定着

させるためです。他拠点を知る「楽しさ」を原動力に、拠点を超えた協力体制を  

整え、VISION2028 の実現に向けた組織づくりと職員の視野拡大をすすめます。 

（２）内容 

    ①広報選抜隊の活動の集大成として、選抜隊が企画・編集した機関広報誌「Heart to Heart   

Ｖｏｌ．４」を発刊し、ご利用者や地域のひとへ足立邦栄会の活動を分かりやすく伝えます。

また、広報選抜隊の経過報告や進展確認を毎回の定例チーム会議で行うことで、情報共有と 

プロセスの蓄積を図ります。 

②各拠点や他チームのイベント・活動において、インタビューや運営の舞台裏、参加したひとへ

の聞き取りなどの多角的な情報発信をとおして連携を図り、現場の魅力をひろく伝えます。 

③７月の広報選抜隊終了後は、そのメンバーを中心としたネットワークを継続し、定期的に意見

交換の場を設けます。あわせて、魅力が伝わる発信の仕方や写真撮影の専門家などの外部講師

を招いた勉強会を企画・実施することで、職員の発信スキルを底上げします。 

 

４. 個人情報の適切な取り扱いと著作権への配慮を徹底し、安心・安全な情報発信を行います。 

（１）設定理由・・・ＳＮＳや広報誌など発信機会が増えるなかで、個人情報保護やコンプライアンス

の遵守は最優先事項です。各事業所での適切な管理状況にもとづき、情報戦略チー

ムが発信時の最終確認を丁寧に行う体制を整えます。ご利用者・職員の意向を正確

に反映し、権利を尊重した安全な発信基盤を維持するために設定しました。 

（２）内容 

    ①各事業所における個人情報の同意状況（法人共通書式による毎年度の意向確認）を適切に把握

し、発信の際に即座に参照・確認できる体制を整えます。 

②ご利用者の個人情報については、承諾いただいた範囲内であることを確認したうえで、活動 

記録や広報に活用します。 

③職員の個人情報（写真・氏名等）についても、入職時の意向確認にもとづき、プライバシーに

配慮した適切な運用を行います。 

④画像利用における著作権や肖像権について、情報戦略チーム内で確認のポイントを共有し、 

リスクの未然防止に努めます。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

随時 VISION2028特設ページ

の更新 

VISION2028 各チームの記事、企画記事の管理 

随時 機関広報誌発行 全事業所の機関広報誌を統一フォルダーで保管・共有 

随時 Instagram の更新 各拠点活動報告 

９月・３月 個人情報使用承諾書 年２回各拠点の進捗の確認 

７月・１月 法人機関広報誌 

「Heart to Heart」発行 

VISION2028 各チーム活動報告・各拠点活動報告 

毎月第３木曜日 チーム会議 上記および広報選抜隊活動などの進捗確認 

 

Ⅲ．予算 

項目 金額 備考 

編集ソフト AdobeIndesign 70,000 円 ※１年更新。一括払い 

機関広報誌印刷代 プリントパック 50,000 円 ※年２回分 

講演会 講師謝礼 30,000 円 

 

情報発信に向けた勉強会の開催費 

※年間の費用代として 

合計 150,000 円  
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6
-
1
7
)

健
康
支
援
課
M
T
(1
7
-
1
8
)

短
期
入
所
調
整
会
議
(1
6
-
1
7
)

通
所
支
援
課
支
援
会
議
(1
6
-
1
7
)

こ
ま
ほ
っ
と
包
括
連
携
会
議
(1
5
-
1
6
)

狛
江
エ
リ
ア
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
(1
7
-
1
8
)

第
１
週
木
曜

財
務
部
(人

事
部
)(
1
0
-
1
2
)

え
だ
ま
め
会
議
(1
0
-
1
2
)

狛
江
エ
リ
ア
リ
ー
ダ
ー
会
議
(1
6
-
1
8
)

第
１
週
金
曜

法
人
M
T
(1
7
-
1
9
)

食
事
支
援
課
M
T
(1
4
-
1
5
)

入
浴
M
T
1
6
-
1
7
)

居
宅
訪
問
M
T
(1
7
-
1
8
)

運
営
会
議
②
(9
-
1
2
)

入
居
支
援
課
運
営
会
議
(1
6
-
1
8
)

第
２
週
月
曜

情
報
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
(1
4
-
1
6
)

通
所
さ
く
ら
支
援
M
T
(1
7
-
1
8
)

サ
ー
ビ
ス
支
援
室
打
合
せ
(1
4
-
1
6
)

こ
ま
え
工
房
運
営
会
議
(1
0
-
1
2
)

第
２
週
火
曜

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
採
用
チ
ー
ム
(1
0
-1
2
)

新
卒
採
用
チ
ー
ム
(1
3
-
1
6
)

相
談
支
援
課
Ｍ
Ｔ
(1
2
-
1
3
)

感
染
対
策
委
員
会
・
身
体
拘
束
適
正
委
員
会
(1
6
-
1
7
)

通
所
支
援
課
運
営
会
議
(1
6
-
1
8
)

入
居
支
援
課
職
員
会
議
(1
6
-
1
8
)

第
２
週
水
曜

採
用
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
(9
-
1
6
)※

偶
数
月

排
泄
M
T
(1
6
-
1
7
)

リ
ブ
イ
ン
運
営
会
議
(1
7
-
1
9
)

健
康
管
理
M
T
(1
4
-
1
5
)

リ
ブ
イ
ン
運
営
会
議
(1
7
-
1
9
)

管
理
課
運
営
会
議
(1
4
-
1
5
)

人
財
育
成
委
員
会
(1
6
-
1
8
)

こ
ま
え
工
房
部
署
会
議
(1
4
-
1
7
)

ポ
ン
テ
職
員
会
議
(1
5
-
1
7
)

第
２
週
木
曜

サ
ー
ビ
ス
提
供
チ
ー
ム
(1
4
-
1
6
)

笑
顔
セ
ク
シ
ョ
ン
(1
6
-
1
7
)

地
域
支
援
部
門
M
T
(1
6
-
1
8
)

え
ん
担
当
M
T
(1
1
-
1
2
)

執
行
管
理
M
T
A
(1
0
-
1
1
)

執
行
管
理
M
T
A
(1
0
-
1
1
)

え
ん
担
当
M
T
(1
1
-
1
2
)

リ
ハ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
(1
1
-
1
2
)

こ
ま
ほ
っ
と
会
議
(9
-
1
0
)

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
き
会
議
(1
4
-
1
5
)

第
２
週
金
曜

経
営
会
議
(1
3
-
1
5
)

包
括
M
T
(1
7
-
1
8
)

ス
マ
イ
ル
P
J
T
(1
6
-
1
7
)

リ
ー
ダ
ー
会
議
(1
6
-
1
8
)

ポ
ン
テ
運
営
会
議
(1
7
-
1
8
)

第
３
週
月
曜

育
成
チ
ー
ム
(1
6
-
1
8
)

リ
ブ
イ
ン
戦
略
会
議
(1
1
-
1
2
)

リ
ブ
イ
ン
戦
略
会
議
(1
1
-
1
2
)

環
境
整
美
委
員
会
(1
6
-
1
7
)

み
ず
き
C
C
狛
江
運
営
会
議
(1
1
-
1
2
)

み
ず
き
C
C
狛
江
ヘ
ル
パ
ー
会
議
(1
4
-
1
5
)

第
３
週
火
曜

も
の
セ
ク
シ
ョ
ン
(1
3
-
1
5
)

入
居
支
援
科
・
相
談
支
援
科
M
T
(1
1
-
1
3
)

加
算
Ｍ
Ｔ
(1
3
-
1
4
)

さ
く
ら
か
え
で
運
営
会
議
(1
5
-
1
8
)

実
習
担
当
M
T
(1
4
-
1
5
)

環
境
美
化
委
員
会
(1
6
-
1
7
)

日
中
活
動
調
整
会
議
(1
5
-
1
6
)

入
居
支
援
課
職
員
会
議
(1
6
-
1
8
)

狛
江
エ
リ
ア
広
報
委
員
会
(1
7
-
1
8
)

第
３
週
水
曜

食
事
支
援
委
員
会
(1
6
-
1
7
)

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
管
理
課
会
議
(1
0
-
1
1
)

管
理
課
会
議
(1
4
-
1
6
)

通
所
支
援
課
支
援
会
議
(1
6
-
1
7
)

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
・
狛
江
エ
リ
ア
管
理
課
会
議
(1
0
-
1
2
)

パ
ン
ダ
運
営
会
議
(1
3
-
1
5
)

第
３
週
木
曜

情
報
戦
略
チ
ー
ム
(1
0
-
1
2
)

食
セ
ク
シ
ョ
ン
(1
6
-
1
7
)

執
行
管
理
M
T
B
(1
4
-
1
5
)

も
の
担
当
M
T
(1
5
-
1
6
)

機
能
訓
練
M
T
(1
6
-
1
7
)

執
行
管
理
M
T
B
(1
4
-
1
5
)

も
の
担
当
M
T
(1
5
-
1
6
)

入
居
支
援
課
運
営
会
議
(1
6
-
1
8
))

や
ま
ぼ
う
し
世
話
人
会
議
(1
4
-
1
6
)

第
３
週
金
曜

か
え
で
支
援
M
T
(1
7
-
1
8
)

総
合
支
援
委
員
会
(1
6
-
1
7
)

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
(9
-
1
2
)

支
援
力
向
上
委
員
会
(1
6
-
1
7
)

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
(9
-
1
2
)

第
４
週
月
曜

新
卒
採
用
チ
ー
ム
(1
6
-
1
8
)

狛
江
エ
リ
ア
運
営
会
議
(1
0
-
1
2
)

第
４
週
火
曜

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
採
用
チ
ー
ム
(1
0
-
1
2
)

労
務
セ
ク
シ
ョ
ン
(1
3
-
1
4
)

え
ん
セ
ク
シ
ョ
ン
(1
4
-
1
6
)

リ
ブ
イ
ン
運
営
会
議
(1
7
-
1
9
)

リ
ブ
イ
ン
運
営
会
議
(1
7
-
1
9
)

さ
く
ら
/
こ
す
も
す
U
利
用
者
懇
談
会
(1
0
-
1
1
)

入
居
支
援
課
職
員
会
議
(1
6
-
1
8
)

通
所
支
援
課
全
体
職
員
会
議
(1
7
-
1
8
)

こ
ま
え
工
房
常
勤
会
議
(1
6
-
1
8
)

第
４
週
水
曜

人
財
部
(労

務
部
門
)(
1
0
-1
2
)

人
件
費
管
理
分
析
(1
0
-
1
1
)

人
件
費
お
よ
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
予
算
管
理
M
T
(1
4
-
1
5
)

足
立
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
(1
6
-
1
9
)

足
立
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
(1
6
-
1
9
)

安
全
委
員
会
(1
5
-
1
6
)

み
ず
き
ま
つ
り
実
行
委
員
会
(1
6
-
1
7
)

狛
江
エ
リ
ア
研
修
委
員
会
(1
7
-
1
8
)

第
４
週
木
曜

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
チ
ー
ム
(1
6
-
1
8
)

管
理
課
M
T
(1
0
-
1
1
)

管
理
課
M
T
(1
0
-
1
1
)

つ
ば
き
/
ひ
ま
わ
り
U
利
用
者
懇
談
会
(1
0
-
1
1
)

管
理
課
運
営
会
議
(1
4
-
1
5
)

第
４
週
金
曜

人
事
考
課
推
進
チ
ー
ム
(1
0
-
1
2
)（
※
４
月
・
1
0
月
開
催
な
し

法
人
D
X
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(1
4
-
1
5
)

経
営
会
議
(1
5
-
1
8
)

居
宅
M
T
(1
3
-
1
4
)

広
報
委
員
会
(1
6
-
1
7
)

広
報
委
員
会
(1
6
-
1
7
)

広
報
委
員
会
(1
6
-
1
7
)

最
終
月
曜

地
域
会
議
(1
5
-
1
6
)

地
域
会
議
(1
5
-
1
6
)

パ
ン
ダ
世
話
人
会
議
(1
4
-
1
5
)

最
終
火
曜

最
終
水
曜

最
終
木
曜

最
終
金
曜

そ
の
他

（
不
定
期
等
）

・
理
事
会
(5
/3
0
(土

)・
1
0
/
3
1
(土

)・
3
/
2
0
(土

))
・
評
議
員
会
(6
/
2
0
(土

)・
1
1
/
1
4
(土

)・
3
/
2
9
(月

))
・
法
人
全
体
会
（年

2
回
(4
/
3
(金

)・
1
1
/
2
0
(金

)(
1
6
-
1
8
)

・
オ
リ
エ
ン
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
(5
/
2
1
(木

)・
1
1
/
1
9
(木

))
・
育
成
チ
ー
ム
（一

般
職
合
同
研
修
会
(8
/
2
0
(木

))
・
笑
顔
セ
ク
シ
ョ
ン
（ク

イ
ズ
大
会
(6
/
1
8
(木

))
・
笑
顔
セ
ク
シ
ョ
ン
（ボ

ッ
チ
ャ
大
会
(1
/
2
9
(金

))
・
人
事
考
課
推
進
チ
ー
ム
（考

課
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
(前

期
（9
/
1
6
(水

)・
1
7
(木

)/
後
期
（2
/
1
7
(水

)・
1
9
(金

))
・
人
事
考
課
推
進
チ
ー
ム
（考

課
委
員
会

　
→
最
終
考
課
委
員
会
(前

期
（5
/
1
5
(金

)/
後
期
（1
1
/
1
6
(月

))
　
→
足
立
考
課
委
員
会
(前

期
（5
/
1
3
(水

)/
後
期
（1
1
/
1
6
(月

))
　
→
多
摩
考
課
委
員
会
(前

期
（5
/
1
4
(木

)/
後
期
（1
1
/
1
6
(月

))
・
広
報
選
抜
隊
(第

２
火
曜
日
※
５
月
末
で
活
動
一
旦
終
了
)

・
さ
く
ら
入
居
者
懇
談
会
(第

１
月
曜
日
、
1
4
-
1
5
)※

１
日
～
２
日
の
場
合
は
翌
週

・
か
え
で
入
居
者
懇
談
会
(第

２
土
曜
日
、
1
4
-
1
5
)

・
生
活
介
護
か
え
で
利
用
者
懇
談
会
(第

２
週
利
用
日
)

・
通
所
さ
く
ら
利
用
者
懇
談
会
(第

２
週
利
用
日
)

・
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
(不

定
期
、
1
6
-
1
7
)

・
さ
く
ら
の
会
(第

４
週
日
曜
、
1
4
-
1
6
)

・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
(第

４
週
日
曜
、
1
6
-
1
8
)

・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
(最

終
金
曜
、
広
報
委
員
会
と
重
な
る
場
合
は

最
終
土
曜
、
1
6
-
1
7
)

・
食
事
支
援
課
会
議
(不

定
期
)

・
地
域
支
援
課
会
議
(毎

月
)

・
看
護
会
議
(毎

月
)

・
狛
江
エ
リ
ア
ナ
ー
ス
会
議
(不

定
期
)

V
IS
IO
N
2
0
2
8
（
部
）

＜
会
議
曜
日
＞

＜
足
立
ブ
ロ
ッ
ク
＞

＜
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
＞
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